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&
ト
リ
久
局
、
。
ル

第
六
十
五
巻

王

杖

木

簡

再

考

は

じ

め

に

一

王

杖

木

簡

概

要

二

王

杖

詔

書

冊

ー
史
料
的
信
滋
性

2

珊
来
日
の
構
成

三

翠

令

考

-

決

事

と

翠

令

2

翠

令

の

形

態

お

わ

り

に

は

じ

め

第
一
競

キ耳

平
成
十
八
年
六
月
設
行

山

明

漢
代
に
「
令
」
と
呼
ば
れ
た
成
文
法
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
と
形
式
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
王
杖
木
筒
、
す
な
わ
ち
王
杖

」

十
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2 

(
鳩
杖
)
所
持
者
の
特
権
に
閲
す
る
法
令
を
記
し
た
一
群
の
出
土
筒
噴
史
料
の
分
析
を
通
し
て
、
こ
の
問
題
の
一
斑
を
う
か
が
お
う
と
す
る
試

み
で
あ
る
。

中
田
薫
が
そ
の
先
駆
的
な
論
考
に
お
い
て
「
漢
令
典
は
律
の
規
定
を
律
外
に
お
い
て
補
修
し
た
詔
令
集
で
あ
る
」
(
中
間

一
九
五
一
、
七
八

頁
)
と
道
破
し
て
か
ら
、
半
世
紀
を
超
え
る
時
が
流
れ
た
。
こ
の
見
解
が
一
面
で
正
鵠
を
射
て
い
た
こ
と
は
、
江
陵
張
家
山
二
四
七
競
漢
墓
か

ら
出
土
し
た
「
津
閲
令
」
に
よ
り
部
証
明
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
「
津
闘
令
」
に
含
ま
れ
て
い
る
令
丈
は
、
簡
の
鉄
損
が
推
定
さ
れ
る
も
の
を

除
い
て
、
こ
と
ご
と
く
詔
救
に
由
来
す
る
文
言
を
帯
び
て
い
た
(
張
家
山
二
四
七
披
漢
某
竹
筒
整
理
小
組

二
O
O
一
)
。
し
か
し
反
面
、
「
漢
令

典
」
と
い
う
法
典
が
存
在
し
た
と
の
考
え
は
、
そ
の
後
の
諸
家
の
研
究
に
よ
り
否
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
に
見
え
る
。
「
法
典
と
い
う
特
別
な
法

形
式
に
纏
め
ら
れ
た
漢
令
が
前
漢
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
陶
安
あ
ん
ど
の
護
主
一
口
(
陶
安

二
0
0
0
、
四
二
頁
)
や
、
「
令
の
牧
録
は
、

い
わ
ば
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
の
形
を
と
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
」
と
説
く
冨
谷
至
の
見
解
(
官
同
谷

二
O
O
一
、
五
一
頁
)
は
、
そ
の
尖
鋭
的
な

例
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
令
典
が
存
在
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
様
々
な
令
の
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
経
路
に
よ
っ
て
官
吏
に
認
知
さ
れ
た
の
か
。
宮
宅
潔
は

日
本
に
お
け
る
秦
漠
法
制
史
研
究
の
動
向
を
ま
と
め
た
丈
章
に
お
い
て
、
近
年
の
漢
代
律
令
研
究
が
律
典
・
令
典
の
存
在
を
否
定
す
る
方
向
に

あ
る
と
整
理
し
た
の
ち
、
「
も
し
も
全
園
共
通
の
律
典
・
令
典
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
漠
帝
園
の
司
法
行
政
は
ど
の
よ
う
に
し
て
機

能
し
て
い
た
の
か
」
(
宮
宅

二
O
O
四
、
二
六
一
頁
)
と
問
う
て
い
る
。
統
一
的
な
法
典
が
存
在
し
な
い
情
況
で
、
律
令
を
準
則
と
す
る
司
法
の

い
か
に
し
て
可
能
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
問
い
か
け
は
、
令
の
問
題
に
限
っ
て
言
え
ば
、
漠
令
研
究
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
、

干
支
令
・
翠
令
・
事
項
別
令
と
い
う
三
種
の
法
令
の
責
態
と
、
密
接
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
滋
賀
秀
三
が
述
べ
て
い
る
通
り
、
「
こ
れ
ら

運
管
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
素
性
と
相
互
の
閲
連
や
成
立
時
期
の
前
後
等
を
め
ぐ
っ
て
は
、
史
料
が
不
足
で
不
明
な
鈷
が
多
く
、
諸
説
紛
々
と
し
て
時
一
し
な

い
」
(
斗
滋
知
H
只

二
O
O
三
、
四
一
頁
)
o

し
か
し
、
著
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
こ
の
う
ち
の
翠
令
に
閲
し
て
は
、
あ
る
程
度
ま
で
素
性
を
解
明
す
る
こ

と
が
不
可
能
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
右
の
宮
宅
の
問
い
か
け
に
封
し
、
幾
分
か
答
え
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
で
明
ら

十
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か
に
さ
れ
る
翠
令
像
は
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
的
な
見
解
と
大
き
く
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

王
杖
木
簡
概
要

王
杖
に
闘
す
る
出
土
丈
字
史
料
と
し
て
は
、
今
日
ま
で
に
次
の
三
種
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。
内
容
に
即
し
た
分
析
は
次
章
以
降
に
譲
り
、
こ

こ
で
は
三
つ
の
史
料
の
概
要
を
出
現
順
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
呼
稽
は
、
本
稿
で
伎
に
定
め
た
略
稀
を
用
い
る
。
な
お
、

以
下
に
引
用
す
る
出
土
丈
字
史
料
の
稗
丈
の
う
ち
、
口
は
一
文
字
不
鮮
明
な
箇
所
、
図
は
簡
の
侠
損
、
〔

〕
は
丈
字
の
謹
み
替
え
を
示
す
。

文
書
の
形
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
樺
丈
に
は
原
則
と
し
て
句
讃
を
打
た
な
い
。

A
王
杖
十
筒

一
九
五
九
年
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
甘
粛
省
武
威
牒
(
首
時
)
磨
岨
子
で
護
掘
さ
れ
た
三
一
座
の
漢
墓
の
う
ち
、
十
八
競
の
編
競
を

も
つ
一
基
か
ら
出
土
し
た
十
枚
の
木
簡
で
あ
る
(
甘
粛
省
博
物
館
・
中
国
科
皐
院
考
古
研
究
所

一
九
六
四
)
0

編
綴
の
紐
は
失
わ
れ
て
い
た
が
、

「
残
存
状
況
か
ら
観
察
す
れ
ば
、
首
初
は
十
枚
の
簡
の
す
べ
て
が
鳩
杖
の
一
端
に
結
び
附
け
ら
れ
て
い
た
」
と
護
掘
報
告
は
推
測
し
て
い
る

(
甘
薪
省
博
物
館

一
九
六
O
、
二
二
頁
)
0

遺
物
か
ら
推
定
さ
れ
た
墓
の
年
代
観
は
後
漢
中
期
で
、
簡
の
一
枚
に
墓
主
と
思
し
き
幼
伯
と
い
う
名

の
人
物
が
「
、
水
平
十
五
年
(
後
七
二
)
に
王
杖
を
受
け
た
」
と
見
え
て
い
る
の
に
符
合
す
る
。

こ
の
史
料
は
散
乱
し
た
拭
態
で
出
土
し
た
た
め
、
冊
童
日
を
構
成
す
る
簡
の
配
列
に
諸
説
が
あ
り
、
意
見
の
一
致
を
見
て
い
な
い
。
詳
し
く
は

大
庭
惰
(
一
九
七
五
)
や
冨
谷
至
(
一
九
九
二
)
の
論
考
に
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
伎
に
次
の
配
列
に
従
っ
て
お
く
。
以
後
こ
の
史
料

を
引
用
す
る
場
合
は
、
筒
香
競
に

A
を
冠
し
て
「
A

O
」
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

3 

1 

制
詔
御
史
日
年
七
十
受
王
杖
者
比
六
百
石
入
官
廷
不
趨
犯
罪
耐
以
上
母
二
尺
告
劾
有
敢
徴
召
侵
辱

十
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4 

-
者
比
大
逆
不
遁
建
始
二
年
九
月
甲
辰
下

2 3 

制
詔
丞
相
御
史
高
皇
帝
以
来
至
本
二
年
勝
甚
哀
老
小
高
年
受
王
杖
上
有
鳩
使
百
姓
望
見
之

4 

-
比
於
節
有
敢
妄
罵
晋
殴
之
者
比
逆
不
道
得
出
入
官
府
郎
第
行
馳
道
穿
道
市
中
買
復
母
所
輿

「J 

-
如
山
東
復
有
幸
人
養
謹
者
常
養
扶
持
復
除
之
明
在
蘭
蓋
石
室
之
中
王
杖
不
鮮
明

6 

-
得
更
繕
治
之
河
平
元
年
汝
南
西
陵
牒
昌
里
先
年
七
十
受
王
杖
類
部
誹
徴
呉
賞
使
従
者

7 

-
殴
撃
先
用
詫
地
大
守
上
撤
廷
尉
報
罪
名

8 

-
明
白
賞
首
棄
市

9 

-
蘭
墨
令
第
叶
三
御
史
令
第
冊
三
尚
書
令
滅
受
在
金

.
孝
平
皇
帝
一
万
始
五
年
幼
伯
生
、
水
平
十
五
年
受
王
杖

10 
右
の
配
列
は
諸
説
の
中
で
陳
直
の
示
し
た
案
に
一
致
す
る
(
陳
直

一
九
六
一
)
。
た
だ
し
、

A

9

は
文
面
か
ら
見
て
表
題
簡
の
一
種
で
あ

る
か
ら
、

A

1

1

8
の
前
に
位
置
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
に
針
し
て
、

A

m

は
私
人
に
閲
す
る
記
事
で
あ
り
、
制
詔
の
前

に
位
置
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
O
A
-
-
2
と
A

3

1

8
と
の
前
後
闘
係
に
つ
い
て
は
、
確
賓
に
決
定
す
る
だ
け
の
根
撮
に

歓
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、
不
確
定
な
要
素
が
あ
る
以
上
、
右
の
配
列
も
結
局
の
と
こ
ろ
仮
説
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
冨
谷
至
は
、

7
・
8
簡
が
湾
曲
饗
形
し
て
い
る
の
は
、
綴
じ
紐
が
腐
乱
し
た
後
も
最
後
ま
で
鳩
杖
に
巻
き
附
け
ら
れ
て
い
た
た
め
だ
と
の
理
由
か
ら
、
こ
の

二
枚
こ
そ
冊
書
の
末
尾
に
位
置
し
て
い
た
と
主
張
す
る
(
冨
谷

一
九
九
二
、
六
八
l
七
O
頁
)
o

そ
の
可
能
性
も
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、

二
簡
の
愛
形
は
、
鳩
杖
に
結
び
附
け
ら
れ
て
埋
葬
さ
れ

し
か
し
、
簡
の
湾
曲
饗
形
を
理
由
と
す
る
の
は
適
切
で
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

た
後
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
書
寓
段
階
で
す
で
に
生
じ
て
い
た
現
象
で
あ
り
、

(
1
)
 

記
載
は
破
損
し
や
す
い
箇
所
を
避
け
、
中
途
で
改
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
に

A

7

の

十

4 

A 
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B
王
杖
詔
書
冊

一
九
八
一
年
九
月
に
、
武
威
牒
新
華
公
一
吐
纏
山
大
隊
の
枇
員
で
あ
る
哀
徳
曜
と
い
う
名
の
農
民
が
、
武
威
際
文
物
管
理
委
員
舎
に
提
出
し
た

二
六
枚
の
木
筒
で
、
磨
岨
子
の
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
惇
え
ら
れ
る
(
武
威
豚
博
物
館

一
九
八
四
)
o

本
稿
の
中
心
と
な
る
史
料
で
あ
る

た
め
、
全
瞳
の
程
丈
は
次
章
で
分
析
す
る
際
に
あ
ら
た
め
て
一
不
す
。
王
杖
十
筒
と
同
様
、
編
織
の
紐
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
各
簡
の
背
面
下
端

に
筒
番
強
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
原
配
列
は
疑
問
の
品
跡
地
な
く
決
定
で
き
る
。
た
だ
し
、
二
七
枚
か
ら
成
る
所
書
の
う
ち
の
第
十
五
に
首
た
る

一
簡
は
紋
け
て
い
る
。
記
載
内
容
の
詳
細
な
考
誼
が
武
威
牒
博
物
館
名
義
の
丈
章
と
し
て
護
表
さ
れ
て
い
る
が
、
丈
末
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
首

該
論
文
の
執
筆
者
は
黛
書
山
で
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
こ
の
論
文
に
言
及
す
る
際
に
は
、
薫
士
宮
百
山
説
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
本
珊
童
日
は
科
凶
学
的
な
護
掘
に
よ
り
得
ら
れ
た
遺
物
で
は
な
い
た
め
、
出
土
賦
況
や
共
件
遺
物
な
ど
は
全
く
不
明
。
の
み
な
ら
ず
、
史
料

と
し
て
の
信
恵
性
に
疑
義
を
呈
す
る
意
見
も
あ
る
こ
と
は
、
後
連
す
る
通
り
で
あ
る
。

C
王
杖
断
簡

一
九
八
九
年
八
月
に
武
威
日
干
灘
坂
墓
群
に
あ
る
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
(
武
威
地
匝
博
物
館

一
九
九
三
)
。
護
掘
時
貼
で
墓
遁
と
墓
室
が
す
で
に

露
出
し
て
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
埋
葬
主
瞳
は
二
棺
を
並
置
し
た
車
室
合
葬
墓
で
、
う
ち
一
棺
の
蓋
上
か
ら
は
木
簡
が
、
棺
前
か
ら
は

鳩
杖
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
。
木
簡
の
内
容
は
左
記
の
通
り
。
以
下
、
本
史
料
に
言
及
す
る
際
に
は
、
李
均
明
・
劉
軍
の
考
誼
に
従
い
「
武

O
」
と
い
う
編
競
を
用
い
る
(
李
・
劉

一
九
九
三
)

0

武

制
詔
御
史
奏
年
七
十
以
上
比
吏
六
百
石
出
入
官
府
不
趨
母
二
尺
告
刻
吏
檀
徴
召
図

武
2 

嬰
事
吏
上
肢
撃
之
召
愛
書
饗
事
痛
所
殴
以
不
能
言
饗
事
皆
大
逆
不
道
口
口
四

民
無
霞
里
名
姓
吏
檀
事
使
有
行
事
頴
川
東
郷
佐
坐
論

「
J 

武
3 

図

十

戸υ 
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武
4 

諸
白
非
九
月
吏
不
得
護
民
車
馬
牛
給
牒
官
事
非
九
月
時
吏
檀
護
民
車
口
図

武
5 

民
占
数
以
男
震
女
昨
更
訴
論
馬
司
冠

図

武
6 

吏
金
二
雨
在
田
律
民
作
原
語
罰
金
二
雨
令
在
乙
第
廿

目

武
7 

坐
戚
話
盗
在
公
令
第
十
九

丞
相
常
用
第
三
図

武
8 

不
遁
在
御
史
翠
令
第
廿

図

武
9
同

赦
不
得
下
輩
室
在
蘭
蓋
翠
令
第
口
図

武

9ω
武
山
代
戸
父
不
昔
話
正
奪
戸
在
尉
令
第
五
十
五
行
事
大
原
武
郷
音
土
人
口
図

口
法
在
衛
尉
翠
令
図

武

長
安
郷
音
夫
田
順
坐
徴
召
金
里
老
人
築
長
罵
田
吉
田
隈
図

吏
部
中
有
盟
議
水
火
比
盗
賊
不
以
求
移
能
漏
司
冠
口
図

武
12 

武
13 

流
塊
丞
彰
組
坐
辞
訟
以
詔
童
日
一
不
之
衆
図

武
14 

図
郷
吏
常
以
五
月
度
目
七
月
翠
畜
害
匿
田
三
畝
以
上
坐
口
図

武
15 

図
口
口
吏
召
無
匿
人
口
口
口
口
口
痛
一
三
一
口

武
16 

図
建
武
十
九
年
正
月
十
四
日
己
亥
下

図

武
9
の
編
披
を
も
っ
た
簡
が
甲
乙
二
枚
あ
る
理
由
は
判
ら
な
い
。
武
2
の
簡
は
「
愛
書
」
と
「
饗
事
」
の
箇
所
で
接
が
れ
て
い
る
が
、
断
裂

の
形
や
文
字
の
間
隔
が
不
自
然
で
あ
り
、
接
合
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
上
下
端
と
も
完
形

を
保
っ
た
簡
は
一
枚
も
な
く
、
か
っ
、
丈
章
の
績
き
具
合
か
ら
見
て
、
少
な
か
ら
ざ
る
簡
が
鉄
落
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
王
杖
」
や
「
鳩

杖
」
の
丈
字
が
見
首
た
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
杖
十
簡
や
王
杖
詔
書
加
と
同
類
の
史
料
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
第

十
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三
章
で
詳
述
し
よ
う
。
武
日
に
建
武
一
九
年
(
後
四
三
)
の
紀
年
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
下
葬
年
代
の
上
限
を
示
す
に
過
、
ぎ
な
い
。

副
葬
品
か
ら
得
ら
れ
た
年
代
観
は
、
後
漢
中
晩
期
と
さ
れ
て
い
る
(
武
威
地
再
博
物
館

一
九
九
一
二
三

以
上
三
種
類
の
史
料
を
も
と
に
、
次
章
で
は
ま
ず
、
比
較
的
長
丈
で
、
か
つ
配
列
に
問
題
の
な
い

B
王
杖
詔
書
冊
の
全
樫
を
、

A
王
杖
十
筒

と
封
照
し
つ
つ
分
析
す
る
。
し
か
る
後
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
認
識
を
、

C
王
杖
断
簡
や
他
の
閥
連
史
料
と
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
漢
令
の
も

つ
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
前
に
、
王
杖
詔
書
加
に
封
す
る
疑
念
に
つ
い
て
、
著
者
の
立
場
を
明
確
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

王

杖

詔

書

冊

l 

史
料
的
信
恵
性

考
察
に
先
立
っ
て
、
王
杖
詔
書
加
の
全
丈
を
示
し
て
お
こ
う
。
筒
番
競
は
、
背
面
に
記
さ
れ
た
「
第
一
」
か
ら
「
第
廿
七
」
ま
で
の
数
字
と

一
致
す
る
。
以
下
、
本
冊
書
の
丈
章
を
指
示
す
る
場
合
は
、
筒
番
競
に

B
を
冠
し
て
「
B

O
」
の
よ
う
に
示
す
。

1 

制
詔
御
史
年
七
十
以
上
人
所
尊
敬
也
非
首
〔
手
〕
殺
傷
人
母
告
劾
官
母
所
坐
年
八
十
以
上
生
日
久
乎

2 

年
六
十
以
上
母
子
男
矯
鯉
女
子
年
六
十
以
上
母
子
男
矯
寡
買
市
母
租
比
山
東
復
二

3 

人
有
養
謹
者
扶
持
明
著
令
蘭
牽
令
第
情
二

孤
濁
盲
保
濡
不
属
律
〔
逮
〕
人
吏
母
得
檀
徴
召
獄
一
訟
母
得
繋
布
告
天
下
使
明
知
股
意

夫
妻
倶
母
子
男
矯
濁
寡
田
母
租
市
母
賦
輿
蹄
義
岡
山
泊
酒
醒
列
障
尚
書
令

4 5 

7 

6 

臣
成
再
拝
受
詔

建
始
元
年
九
月
甲
辰
下

十
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7 

汝
南
大
守
撤
廷
尉
吏
有
殴
辱
受
王
杖
主
者
罪
名
明
白

8 

制
日
獄
何
層
論
棄
市
雲
陽
白
水
亭
長
張
黙
坐
殴
推
受
王
杖
主
使
治
道
男
子
玉
湯

告
之
印
棄
市
高
皇
帝
以
来
本
始
二
年
股
甚
哀
憐
誉
老
高
年
賜
王
杖

上
有
鳩
使
百
姓
望
見
之
比
於
節
吏
民
有
敢
罵
晋
殴
辱
者
逆
不
遁

9 10 11 

得
出
入
官
府
節
〔
廊
〕
第
行
馳
道
中
列
臨
時
買
市
母
租
比
山
東
復

12 

長
安
敬
上
里
公
乗
臣
贋
昧
死
上
書

13 

皇
帝
陛
下
臣
底
知
陛
下
神
零
〔
霊
〕
覆
蓋
寓
民
哀
憐
老
小
受
〔
授
〕
王
杖
承
詔
臣
康
未

常
〔
嘗
〕
有
罪
耐
司
定
以
上
底
封
郷
吏
趣
未
排
麿
封
質
衣
僅
吏
前
郷
吏

14 15 

(
第
十
五
筒
依
)

8 

16 

下
不
敬
重
父
母
所
致
也
郡
固
易
〔
亦
〕
然
臣
虞
願
時
王
杖
混
入
局
官
奴

17 

臣
慶
昧
死
再
拝
以
聞

18 

皇
帝
陛
下

19 

制
日
間
何
郷
吏
論
棄
市
母
須
時
麿
受
〔
授
〕
王
杖
如
故

20 

元
延
三
年
正
月
壬
申
下

21 

制
詔
御
史
年
七
十
以
上
杖
王
杖
比
六
百
石
入
官
府
不
趨
吏
民
有
敢
殴
辱
者
逆
不
道

22 

棄
市
令
在
蘭
蓋
第
冊
三

23 

汝
南
郡
男
子
王
安
世
坐
築
賠
撃
鳩
杖
主
折
傷
其
杖
棄
市
南
郡
亭
長

司
馬
護
坐
檀
召
鳩
杖
主
撃
留
棄
市
長
安
東
郷
音
夫
田
宣
坐
繋

24 25 

鳩
杖
主
男
子
金
里
告
之
棄
市
臨
西
男
子
張
湯
坐
築
賠
殿
撃
王
杖
主
折
傷

十
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26 

其
杖
棄
市
亭
長
二
人
郷
音
夫
二
人
白
衣
民
三
人
皆
坐
殴
辱
王
杖
功
棄
市

27 

圃
右
王
杖
詔
書
令
在
蘭
章
第
冊
三

こ
の
史
料
の
信
浩
性
に
根
本
的
な
疑
念
を
表
明
し
た
の
は
、
冨
谷
至
の
論
考
で
あ
っ
た
。
冨
谷
に
よ
れ
ば
、
王
杖
詔
書
加
は
「
全
幅
の
信
頼

を
置
け
な
い
」
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
は
次
に
列
翠
す
る
よ
う
な
幾
つ
か
の
「
肺
に
お
ち
な
い
と
こ
ろ
」
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

(
官
阿
久
口

一
O
頁
)

0

一
九
九
二
、

一
O
五
l
一

第
一
。
王
杖
詔
書
加
で
は
「
制
詔
」
「
制
日
」
の
二
丈
字
が
撞
頭
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
が

(

B

1

・
8

・
m
・
乱
)
、
本
来
、

一
段
高
い
位

置
に
記
さ
れ
る
べ
き
は
、
王
言
を
象
徴
す
る
「
制
」

一
文
字
だ
け
で
は
な
い
か
。

第
二
。
王
杖
十
簡
で
「
馳
道
幸
道
」
と
あ
る
箇
所
を
、
王
杖
詔
主
目
珊
で
は
「
馳
道
中
」
に
作
っ
て
い
る
が

(
B
l
H
)
、
通
行
を
許
さ
れ
る
の

は
あ
く
ま
で
「
芳
遁
」
な
の
で
あ
り
、
「
馳
遁
の
中
央
」
で
は
あ
り
得
な
い
。

第
三
。
王
杖
詔
書
加
で
は
、
王
杖
授
輿
者
に
危
害
を
加
え
た
場
合
「
逆
不
道
、
棄
市
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が

(

B

2
・
2
)
、
漢
律
の
規

定
に
よ
れ
ば
、
大
逆
不
遁
罪
に
封
す
る
刑
罰
は
、
棄
市
よ
り
一
等
重
い
腰
斬
刑
で
あ
る
は
ず
だ
。

さ
ら
に
加
え
て
も
う
一
賄
、
王
杖
十
簡
に
記
す
請
識
と
王
杖
詔
書
加
の
そ
れ
と
が
「
組
酷
・
矛
盾
」
す
る
と
い
う
問
題
貼
も
畢
げ
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
王
杖
十
簡
に
お
け
る
請
識
が
教
唆
犯
に
封
す
る
量
刑
へ
の
疑
問
と
い
う
明
確
な
理
由
を
件
、
っ
一
方
、
王
杖
詔
書
冊
に
見
え
る
事
案

(

B

7
・
8
)
は
教
唆
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
詰
識
の
必
要
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
疑
義
に
封
し
て
「
納
得
の
い
く
説
明
が
な
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
私
は
こ
の
新
出
の
王
杖
詔
書
加
を
他
の
考
古
護
掘
に
よ
る
出
土
丈

字
資
料
と
同
じ
よ
う
に
と
り
扱
う
の
を
さ
し
控
え
た
い
」
と
い
う
の
が
冨
谷
論
文
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ
る
。
明
言
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、

9 

疑
念
が
完
全
に
晴
れ
な
い
限
り
、
贋
物
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
以
下
、
こ
の
王
杖
詔
書
慨
を
王
杖
木

簡
分
析
の
中
心
に
置
く
。
し
た
が
っ
て
、
右
に
列
奉
さ
れ
た
疑
問
に
つ
い
て
は
、
「
納
得
の
い
く
説
明
」
を
試
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

十
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10 

第
一
の
疑
問
は
、
純
粋
に
形
式
上
の
問
題
と
し
て
解
決
で
き
る
。
王
杖
詔
童
日
間
前
の
全
躍
を
眺
め
て
み
る
と
、
問
題
の
「
制
詔
」
「
制
日
」
以

外
に
撞
頭
し
て
い
る
丈
字
と
し
て
、
「
皇
帝
」
の
二
字
が
目
に
留
ま
る
(
B
m
、
B
U
)
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
「
皇
帝
」

の
丈
字
の
存
在

が
、
「
制
詔
」
「
制
日
」
一
一
丈
字
を
撞
頭
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
皇
帝
」
二
文
字
が
揃
っ
て
撞
頭
さ
れ
た
た
め
、
「
制
」
字
に
つ

い
て
も
尋
問
」
「
日
」
と
併
せ
て
二
丈
字
を
撞
頭
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

第
二
の
疑
問
に
閲
し
て
は
、
「
漢
書
」
飽
宣
俸
の
如
淳
注
に
引
く
漠
令
を
一
語
し
た
い
。

令
、
諸
使
有
制
行
馳
道
中
者
、
行
芳
道
、
無
得
行
中
央
三
丈
也
。

令
、
諸
そ
使
の
制
あ
り
て
馳
這
中
を
行
く
者
は
、
芳
這
を
行
き
、
中
央
の
三
丈
を
行
く
を
得
る
こ
と
無
き
也
。

こ
う
し
た
規
程
が
あ
る
以
上
、
「
馳
道
中
を
行
く
こ
と
を
得
」
と
い
う
表
現
は
、
「
穿
道
」
の
通
行
許
可
を
意
味
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
王

杖
詔
書
加
に
い
う
「
馳
道
中
」
と
王
杖
十
簡
の
「
馳
遁
穿
遁
」
と
は
、
「
内
容
的
に
は
同
一
と
す
べ
き
」
(
越
智

一
九
九
一
、
五
頁
)
表
現
で
あ

り、

A

4

が
「
妾
道
」
の
二
字
を
加
え
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
蛇
足
と
言
っ
て
よ
い
。

第
三
の
疑
問
は
、
最
後
の
疑
問
と
関
連
し
て
い
る
。
王
杖
所
持
者
を
殴
打
す
る
こ
と
は
、
大
逆
不
遁
に
等
し
い
ゆ
え
に
、
本
来
は
要
斬
刑
が

適
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
王
杖
十
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
敬
唆
犯
の
場
合
、
昔
時
そ
の
量
刑
が
揺
れ
て
い
た
た
め
、
案
件
を
捨
首
し
た
太

守
は
判
断
に
迷
っ
て
廷
尉
の
も
と
へ
上
識
し
、
そ
の
結
果
、
正
犯
よ
り
も
一
等
を
減
じ
た
棄
市
が
適
首
と
の
回
答
を
得
た
。
|
|
こ
の
よ
う
な

冨
谷
の
理
解
に
よ
る
限
り
、
賓
行
・
教
唆
を
問
わ
ず
「
敢
て
殴
辱
し
た
る
者
」
の
量
刑
を
棄
市
と
明
言
し
(
B
幻
・

2
)
、
か
つ
請
議
案
例
に

教
唆
を
示
す
文
言
の
な
い
(
B
|
7
・

8
)
王
杖
詔
書
冊
の
記
述
に
は
、
「
肺
に
落
ち
な
い
と
こ
ろ
」
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
滋
賀
秀
三
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
王
杖
十
簡
で
太
守
が
上
識
に
及
ん
で
い
る
の
は
、
案
件
が
教
唆
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な

く
、
「
法
丈
に
言
、
っ
『
比
逆
不
道
』

の
語
を
具
瞳
的
に
ど
う
解
稗
・
運
用
し
た
ら
よ
い
か
に
迷
っ
た
か
ら
だ
」
と
思
わ
れ
る
。
「
比
逆
不
遁
」
の

十
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「
比
」
と
は
「
最
格
に
同
じ
刑
に
庭
す
べ
し
と
い
う
意
味
で
は
な
く
し
て
、
幾
ら
か
ゆ
と
り
の
あ
る
概
念
」
で
あ
っ
た
。
「
ゆ
と
り
が
あ
っ
て

機
械
的
に
決
ま
ら
な
い
ゆ
え
に
廷
尉
に
問
い
合
わ
せ
」
、
そ
の
結
果
「
要
斬
で
は
な
く
棄
市
と
決
ま
っ
た
」
と
い
う
滋
賀
の
理
解
が
、

お
そ
ら

く
は
賓
情
に
近
い
の
で
は
な
い
か
(
滋
賀

一
九
七
七
、
五
二
O
l
一
二
頁
)
0

と
す
る
な
ら
ば
、
賓
行
犯
の
庭
断
に
つ
い
て
請
識
し
で
も
不
思
議

で
は
な
い
し
、
廷
尉
の
判
断
が
棄
市
と
い
う
こ
と
で
安
定
す
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
法
令
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
に
よ
っ
て
、
冨
谷
論
文
が
提
示
し
た
疑
問
に
つ
い
て
は
、
然
る
べ
き
説
明
が
で
き
た
と
考
え
る
。
の
み
な
ら
ず
、
王
杖
詔
書
冊
を
一
瞥

す
る
と
、

よ
り
積
極
的
に
異
物
と
判
断
す
べ
き
理
由
も
見
出
せ
る
。
そ
れ
は

B

μ

・
お
に
「
長
安
東
郷
音
夫
田
宜
、
坐
繋
鳩
杖
主
、
男
子
金

里
告
之
、
棄
市
」
と
あ
る
丈
章
で
、
大
庭
惰
や
山
田
勝
芳
が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
の
一
節
は
王
杖
断
簡
の
「
長
安
郷
音
夫
田
順
、
坐
徴
召
金
里

老
人
楽
長
、
罵
晋
殴
」
(
武
日
)
と
|
|
郷
音
夫
の
名
が
異
な
る
も
の
の
|
|
同
じ
事
件
を
惇
え
て
い
る
に
相
違
な
い
(
大
庭

一
九
九
五
、
七
!

二
O
O
五
、
五
四
頁
)
。
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
王
杖
詔
室
田
m
坊
の
出
現
は
王
杖
断
簡
の
出
土
に
先
行
す
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
昔
時
知
り

(
2
)
 

得
な
か
っ
た
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
賓
が
あ
る
以
上
、
宮
該
史
料
の
信
恵
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
よ

八
頁
/
山
田

っ
て
本
稿
で
は
以
下
、
王
杖
詔
書
加
を
漠
代
の
武
威
郡
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
異
物
と
認
め
、
分
析
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

2 

冊

書

の

構

成

ま
ず
王
杖
詔
書
加
を
段
落
に
分
け
て
謹
み
下
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
。
文
字
の
訓
詰
が
主
目
的
で
は

な
い
の
で
、
語
句
の
解
稗
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
黛
書
山
に
従
い
、
特
に
異
議
の
あ
る
箇
所
の
み
注
記
す
る
に
と
ど
め
る
。

I 

B 

1 

3 

(
3
)
 

御
史
に
制
詔
す
ら
く
、
「
年
七
十
以
上
は
人
の
隼
敬
す
る
所
な
り
。
手
ず
か
ら
人
を
殺
傷
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
告
劾
な
く
、
ち
は
坐
す
る

11 

所
な
し
。
年
八
十
以
上
は
生
日
久
し
。
年
六
十
以
上
に
し
て
子
男
な
き
を
鰻
と
矯
し
、
女
子
は
年
六
十
以
上
に
し
て
子
男
な
き
を
寡
と
矯

十

11 

11 寸11 



L 」

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
中
日
宍
)
出
・

3
1
J待

ー「

12 

な

ぞ

ら

あ

ら

わ

す
。
市
に
買
す
る
も
租
な
き
こ
と
、
山
東
の
復
に
比
え
て
復
せ
。
人
の
養
謹
す
る
者
あ
ら
ば
扶
持
せ
し
め
よ
。
明
ら
か
に
令
に
著
せ
」

と
。
蘭
壷
令
第
冊
一
一
。

丈
末
に
明
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
こ
の
制
詔
は
王
杖
詔
書
冊
に
牧
録
さ
れ
る
に
先
立
っ
て
蘭
蓋
令
第
冊
二
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
た
。
後
述

の
よ
う
に
、
王
杖
詔
書
加
の
全
瞳
は
蘭
章
第
冊
三
に
属
し
て
い
る
か
ら
、
数
字
の
誤
記
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
蘭
蓋
第
冊
三
に
属
す
る

「
令
」
が
蘭
蓋
令
第
冊
一
一
と
い
う
別
の
「
令
」
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
、
後
に
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
た

し、
O 

E
(
B
4
l
6
)
 

孤
・
濁
・
盲
・
保
語
、
属
逮
せ
ざ
る
の
人
は
、
吏
の
檀
に
徴
召
す
る
を
得
る
こ
と
な
く
、
獄
訟
あ
る
も
繋
ぐ
を
得
る
こ
と
な
し
。
天

下
に
布
告
し
、
股
が
意
を
明
知
せ
し
め
よ
。
夫
妻
倶
に
子
男
な
き
を
濁
寡
と
矯
し
、
固
に
租
な
く
市
に
賦
な
き
こ
と
蹄
義
と
同
じ
く
し
、

酒
酵
を
列
車
に
泊
る
〔
を
許
せ
〕
。
白
書
令
の
臣
成
、
再
拝
し
て
詔
を
受
く
。
建
始
元
年
(
前
三
二
)
九
月
甲
辰
に
下
す
。

こ
の
段
は
「
制
詔
」
の
丈
字
を
歓
く
も
の
の
、
「
布
告
天
下
、
使
明
知
股
意
」
と
い
う
丈
言
や
、
何
よ
り
も
「
再
拝
受
詔
」
と
述
べ
て
い
る

貼
か
ら
、
詔
救
の
丈
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
「
尚
書
令
臣
成
再
拝
受
詔
」
と
は
、
王
杖
十
簡
A

9

の
「
尚
書
令
減
受
在
金
」
と
同
様
、

こ
の
段
の
法
規
が
確
か
に
詔
救
に
由
来
す
る
こ
と
を
示
す
丈
言
で
あ
ろ
う
。

E 

B 

7 

11 

」
の
部
分
に
は
三
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
る
。

十
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法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
中
日
宍
)
出
・

3
1
J待

ー「

な
に
が
し

a
汝
南
大
守
、
廷
尉
に
識
す
ら
く
、
「
吏
に
、
王
杖
を
受
け
し
主
を
殴
辱
す
る
者
あ
り
、
罪
名
は
明
白
」
と
。
制
に
日
く
、
「
何
を
識
す
る

(
4
)
 

こ
と
、
ま
さ
に
棄
市
に
論
ず
べ
し
」
と
。

う

ひ

(
5
)

b
雲
陽
白
水
亭
長
の
張
勲
、
王
杖
を
受
け
し
主
を
殴
ち
拙
き
て
這
を
治
め
し
め
男
子
の
王
湯
こ
れ
を
告
す
る
に
坐
し
、
即
ち
棄
市
せ
ら
る
。

c
高
皇
帝
以
来
、
本
始
二
年
(
前
七
一

d
、
肢
は
な
は
だ
香
老
を
哀
憐
す
。
高
年
に
王
杖
を
賜
い
、
上
に
鳩
あ
り
て
、
百
姓
を
し
て
こ
れ
を
望

な
ぞ
ら

見
せ
し
む
る
こ
と
、
節
に
比
え
よ
。
吏
民
に
敢
て
罵
旦
一
口
・
殴
辱
す
る
者
あ
ら
ば
、
逆
不
遁
と
す
。
官
府
の
廊
第
に
出
入
し
、
馳
遁
中
を

行
く
こ
と
を
得
、
列
障
に
買
市
す
る
も
租
な
き
こ
と
、
山
東
の
復
に
比
え
よ
。

こ
れ
と
同
内
容
の
文
章
が
王
杖
十
筒
A

3

l

8
に
見
え
て
い
る
こ
と
は
、
薫
書
山
ほ
か
各
氏
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
関
連
箇
所
を
次

に
謹
み
下
し
て
お
く
。

α
永
一
相
御
史
に
制
詔
す
ら
く
、
「
高
皇
帝
以
来
、
本
〔
始
〕
二
年
に
至
る
ま
で
、
股
は
な
は
だ
老
小
を
哀
れ
む
。
高
年
に
王
杖
を
授
け
、
上

に
鳩
あ
り
て
、
百
姓
を
し
て
こ
れ
を
望
見
せ
し
む
る
こ
と
、
節
に
比
え
よ
。
敢
て
妄
り
に
こ
れ
を
罵
晋
し
殴
る
者
あ
ら
ば
、
逆
不
遁
に
比

ぅ
。
官
府
の
廊
第
に
出
入
し
、
馳
遁
の
穿
遁
を
行
く
を
得
。
市
責
は
復
し
て
輿
る
と
こ
ろ
な
き
こ
と
、
山
東
の
復
の
如
く
せ
よ
。
幸
人
の

養
謹
す
る
者
あ
ら
ば
、
常
に
養
い
扶
持
せ
し
め
、
こ
れ
を
復
除
せ
よ
」
と
。
明
ら
か
に
〔
令
に
著
し
て
〕
蘭
重
石
室
の
中
に
在
り
。
王
杖

鮮
明
な
ら
ざ
れ
ば
、
更
め
て
こ
れ
を
繕
治
す
る
を
得
。

3
4
河
市
ア
元
年
(
前
二
八
)
、
汝
南
西
陵
牒
昌
里
の
先
年
、
七
十
に
し
て
王
杖
を
授
か
る
。
類
部
の
詐
徴
の
呉
賞
、
従
者
を
し
て
先
を
殴
撃
し
、

ひ

用
て
地
を
詫
か
し
む
。
大
守
上
獄

L
、
廷
尉
報
ず
、
「
罪
名
は
明
白
、
賞
は
棄
市
に
嘗
つ
」
と
。

13 

a
L」々
μ
、
C

と
α
を
封
比
す
れ
ば
、

a
が
河
平
元
年
に
上
議
さ
れ
た
裁
判
例
で
あ
り
、
王
杖
主
の
名
は
先
年
、
吏
と
は
瀧
徴
の
呉
賞
で
あ
る

十

13 
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14 

」
〉
」
、

(
7
)
 

c
の
原
型
が
宣
帝
本
始
二
年
(
前
七
二
)
の
制
詔
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

b
の
部
分
は
王
杖
十
簡
に
見
え
な
い
が
、

そ
の
配
置
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
は

a
と
遠
か
ら
ぬ
時
期
に
生
じ
た
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
例
と
推
測
さ
れ
る

o
pで
は
鉄
落
し
て
い
る
が
、

王
杖
詔
書
冊

a
に
よ
れ
ば
汝
南
大
守
か
ら
廷
尉
に
土
議
さ
れ
た
案
件
に
棄
市
の
判
決
を
下
し
た
の
は
、
皇
帝
に
よ
る
制
で
あ
っ
た
。
と
す
る
な

ら
ば
、
こ
の
裁
判
例
は
|
|
お
そ
ら
く
後
績
の
雲
陽
白
水
亭
長
の
案
件
も
含
め
て
|
|
成
帝
に
よ
る
断
案
を
惇
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
官
一

帝
本
始
二
年
の
制
詔
は
同
一
趣
旨
の
法
令
と
し
て
附
載
さ
れ
た
も
の
と
解
轄
で
き
よ
う
。

w
(
B

ロ
l
m
)

長
安
敬
上
里
の
公
来
た
る
臣
属
、
味
死
し
て
皇
帝
陛
下
に
上
書
す
ら
く
、
臣
贋
は
、
陛
下
の
紳
霊
に
し
て
高
民
を
覆
蓋
し
、
老
小
を
哀
憐

う

た

が

こ

た

し
て
王
杖
を
授
け
ら
れ
し
を
知
れ
り
。
詔
を
受
け
て
よ
り
、
臣
度
、
未
だ
嘗
て
罪
の
耐
司
冠
以
上
は
あ
ら
ず
。
慶
、
郷
吏
の
趣
す
に
封

(
8
)
 

え
い
ま
だ
排
ぜ
ず
、
麿
、
衣
僅
の
吏
の
前
に
封
質
せ
る
に
、
郷
吏
は
:
:
:
(
筒
訣
)
:
:
:
下
。
父
母
を
敬
重
せ
ざ
る
の
致
す
所
な
り
。
郡

固
も
亦
た
然
ら
ば
、
臣
属
、
願
わ
く
は
王
杖
を
蹄
し
、
混
入
せ
ら
れ
て
官
奴
と
濡
ら
ん
こ
と
を
。
臣
度
、
昧
死
再
拝
し
て
皇
帝
陛
下
に
以

ま

も

と

聞
す
。
制
に
日
く
、
「
何
の
郷
吏
を
聞
い
し
こ
と
、
棄
市
に
論
じ
、
時
を
須
つ
な
か
れ
。
慶
は
王
杖
を
授
く
る
こ
と
故
の
如
く
せ
よ
」

と
。
元
延
三
年
(
前
一

O
)
正
月
壬
申
に
下
す
。

第
日
簡
が
訣
け
て
い
る
た
め
、
「
父
母
を
敬
重
せ
ざ
る
」
行
矯
の
具
睦
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
麿
と
い
う
名
の
王
杖
所
持
者
が
郷
吏

か
ら
理
不
霊
な
扱
い
を
受
け
、
皇
帝
に
上
書
し
て
訴
え
た
事
件
で
あ
る
こ
と
は
、

一
謹
に
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
以
下
こ
の

W
の
一
段
を
、

皇
帝
の
制
も
含
め
て
「
麿
上
書
案
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
上
書
の
部
分
は
、
書
き
出
し
と
結
び
の
丈
言
を
備
え
る
整
然
と
し
た
丈
章
で
あ
り
、

全
丈
が
ほ
ぼ
省
略
な
し
に
採
録
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
上
書
が
著
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
制
詔
の
一
部
を
占
め

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
長
丈
の
上
書
を
含
む
と
は
い
え
、
こ
の
段
が
全
瞳
と
し
て
成
帝
の
詔
救
で
あ
る
こ
と
は
、
末
尾
に
添
え
た
「
元
延
三
年

十

14 

11 寸11 
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任
問
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叫
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部
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一
い
h
跡
部
中
日
宍
)
出
・

3
1
J待

ー「

正
月
壬
申
下
」
と
い
う
丈
か
ら
謹
み
取
れ
る
。
「
郷
吏
に
よ
る
王
杖
主
の
殴
辱
を
慮
断
し
た
詔
書
」
と
い
う
薫
書
山
の
理
解
(
武
威
際
博
物
館

一
九
八
四
、
四
六
頁
)
は
、
正
確
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

V
(
B

江

-n)

な

ぞ

ら

は

し

御
史
に
制
詔
す
ら
く
、
「
年
七
十
以
上
は
、
王
杖
を
杖
っ
き
、
六
百
石
に
比
え
、
官
府
に
入
る
も
趨
ら
ず
、
吏
民
の
敢
て
殴
辱
す
る
者
あ

ら
ば
、
逆
不
遁
も
て
棄
市
と
せ
よ
」
と
。
令
と
し
て
蘭
蓋
第
冊
三
に
在
り
。

こ
の
段
の
内
容
は
、
黛
書
山
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
王
杖
十
簡
A

1

・
2
に
記
す
文
章
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

御
史
に
制
詔
し
て
日
く
、
「
年
七
十
に
し
て
王
杖
を
授
か
る
者
は
、
六
百
石
に
比
え
、
官
廷
に
入
る
も
趨
ら
ず
、
罪
の
耐
以
上
を
犯
す
も

二
尺
の
告
劾
な
く
、
敢
て
徴
召
し
侵
辱
す
る
者
あ
ら
ば
、
大
逆
不
道
に
比
え
よ
」
と
。
建
始
一
一
年
(
前
三
一
)
九
月
甲
辰
に
下
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
雨
者
を
封
比
し
て
み
る
と
、

い
く
つ
か
の
相
違
貼
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
す
な
わ
ち
、
後
者
に
見
え
る
「
犯
罪
耐
以
上

母
二
尺
告
劾
」

の
一
句
が
前
者
に
は
無
く
、
後
者
の
「
北
大
逆
不
遁
」
が
前
者
で
は
「
逆
不
遁
棄
市
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
逆
不
遁
棄
市
」
と

い
う
明
確
な
規
定
を
「
比
大
逆
不
遁
」
の
よ
う
な
解
稗
に
幅
を
も
た
せ
た
表
現
に
改
め
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
か
ら
、
と
す
る
な
ら
ば
、
詔

救
と
し
て
は

A
-
-
-
2が
先
行
し
、

V
(
B
I
n
-
n
)
は
そ
の
改
定
に
違
い
な
い
。
改
定
の
際
「
犯
罪
耐
以
上
母
二
尺
告
劾
」
の
規
定
が

除
か
れ
た
の
は
、

-
(
B
l
l
3
)

の
制
詔
に
あ
る
「
手
ず
か
ら
人
を
殺
傷
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
告
劾
な
く
、
七
は
坐
す
る
所
な
し
」
と
い

う
部
分
に
重
な
る
た
め
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
改
定
の
主
眼
は
む
し
ろ
、
王
杖
所
持
者
の
隼
巌
を
損
な
う
行
矯
に
封
し
、
「
逆
不
逼
棄
市
」

15 

と
い
う
明
確
な
慮
罰
を
定
め
た
賄
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
契
機
と
な
っ
た
事
件
こ
そ
、
先
立
つ
「
麿
上
書
案
」
で
あ
っ
た
と
思

十

15 
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わ
れ
る
。

W
U
(
B
|
お

l
m
)

汝
南
郡
の
男
子
王
安
世
、
築
需
に
し
て
鳩
杖
主
を
撃
ち
其
の
杖
を
折
傷
し
た
る
に
坐
し
、
棄
市
せ
ら
る
。
南
郡
亭
長
の
司
馬
護
、
檀
に
鳩

杖
主
を
召
し
て
撃
留
し
た
る
に
坐
し
、
棄
市
せ
ら
る
。
長
安
東
郷
畜
夫
の
田
官
一
、
鳩
杖
主
を
繋
ぎ
男
子
の
金
里
〔
に
居
り
し
者
〕
こ
れ
を

告
ぐ
る
に
坐
し
、
棄
市
せ
ら
る
。
臨
西
の
男
子
張
湯
、
築
需
に
し
て
王
杖
主
を
殴
撃
し
其
の
杖
を
折
傷
し
た
る
に
坐
し
、
棄
市
せ
ら
る
。

亭
長
二
人
・
郷
盛
田
夫
二
人
・
白
衣
民
三
人
、
皆
な
王
杖
を
殴
辱
せ
る
功
に
坐
し
、
棄
市
せ
ら
る
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
段
の
内
容
は
、
す
べ
て
裁
判
例
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
前
段
V
の
令
に
よ
る
裁
判
の
結
果
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
。
末
尾
に
見
え
る
「
亭
長
二
人
・
郷
音
夫
二
人
・
白
衣
民
三
人
」

の
計
七
人
は
、
山
田
勝
芳
が
指
摘
す
る
通
り
(
山
田

九
)¥ 

入
、
五
九
頁
)
、

B

お
l
m
に
記
す
「
男
子
王
安
世
・
亭
長
司
馬
護
・
郷
盛
田
夫
田
官
了
男
子
張
湯
」
の
四
名
に
、

え
る
「
吏
」
(
王
杖
十
簡
に
よ
れ
ば
誹
徽
呉
賞
)
と
「
亭
長
張
熱
」
、

B

7

1

9
の
裁
判
例
に
見

(
9
)
 

お
よ
び

B

ロ
l
m
の
「
郷
吏
」
を
併
せ
た
人
数
に
一
致
す
る
。
つ
ま
り
こ

の
文
末
の
一
句
は
棄
市
に
廃
さ
れ
た
人
数
を
合
計
し
た
帳
尻
に
古
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
外
な
ら
ぬ
wu
段
が
孤
立
し
た
文
書
で
は
な
く
、
少

な
く
と
も
E
以
下
の
部
分
と
一
睡
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

四

(
B
U
)

右
王
杖
詔
書
。
令
と
し
て
蘭
蓋
第
冊
三
に
在
り
。

薫
害
山
は
、
「
右
王
杖
詔
書
令
、
在
蘭
蓋
第
冊
三
」
と
句
誼
し
、
「
王
杖
詔
書
令
」
が
こ
の
冊
書
の
篇
題
名
だ
と
述
べ
て
い
る
。
句
法
の
上
か

十
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ら
は
問
題
の
な
い
謹
み
方
で
あ
る
が
、
井
上
亘
の
指
摘
す
る
通
り
、

B

m
に
「
令
在
蘭
蓋
第
冊
三
」
と
見
え
て
い
る
以
上
、
こ
の
尾
題
簡
も

「
右
王
杖
詔
書
、
令
在
蘭
章
第
冊
二
一
」
と
切
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
(
井
上

二
O
O
五
、
二
二
頁
)
o

た
だ
し
後
述
す
る
通
り
、
「
令
在

O
O」

の
意
味
に
つ
い
て
は
、
井
上
と
意
見
を
具
に
す
る
。

以
上
で
王
杖
詔
書
冊
の
全
丈
を
ひ
と
ま
ず
通
覧
し
終
え
た
。
こ
こ
ま
で
の
検
討
に
基
づ
き
、
冊
書
の
構
成
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

-
老
人
・
鯨
寡
に
封
す
る
優
遇
措
置
を
定
め
た
制
詔
(
蘭
蓋
令
第
冊
二
)

H
孤
濁
・
盲
・
保
需
等
に
封
す
る
優
遇
措
置
を
定
め
た
制
詔
(
建
始
元
年
九
月
)

E
王
杖
所
持
者
殴
辱
案
に
封
す
る
裁
判
例
と
、
先
行
す
る
開
通
一
法
規
と
し
て
の
本
始
二
年
の
制
詔

町
王
杖
所
持
者
た
る
慶
の
上
書
と
、
そ
れ
に
針
す
る
判
断
を
示
し
た
制
詔
(
元
延
二
年
正
月
)

V
王
杖
所
持
者
を
殴
辱
す
る
者
は
棄
市
と
定
め
た
制
詔
(
令
在
蘭
塞
第
冊
三
)

日
目
玉
杖
所
持
者
を
殴
辱
し
棄
市
に
い
廃
さ
れ
た
裁
判
例
四
件

四
尾
題
簡
(
右
王
杖
詔
書
、
令
在
蘭
塞
第
冊
一
一
一
)

こ
こ
に
著
録
さ
れ
て
い
る
詔
救
や
裁
判
例
の
年
代
は
、
関
連
す
る
法
規
と
し
て
引
か
れ
た
本
始
二
年
の
制
詔
を
除
け
ば
、
建
始
元
年
(
前
一
一
一

二
)
か
ら
元
延
三
年
(
前
一

O
)
ま
で
の
問
、
成
帝
の
時
代
に
限
ら
れ
る
。
王
杖
詔
書
冊
と
い
う
史
料
は
、
し
た
が
っ
て
、
成
帝
時
代
の
老
人

(
川
)

優
遇
政
策
を
|
|
一
部
関
連
す
る
過
去
の
詔
救
も
含
め
て
|
|
年
代
順
に
列
血
卒
し
た
か
の
感
が
あ
る
。
し
か
も
右
に
分
析
し
た
通
り
、
互
い
の

内
容
は
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
車
な
る
丈
書
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
全
盟
が
一
貫
し
た
意
固
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

17 

で
は
、
こ
の
冊
書
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
な
ぜ
|
|
提
出
し
た
農
民
の
言
葉
を
信
ず
る
な
ら
ば
|
|
武
威
の
漢
墓
か
ら
出

十
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土
し
た
の
か
。
こ
う
し
た
疑
問
に
正
面
か
ら
答
え
た
も
の
が
、
先
に
言
及
し
た
井
上
亘
の
論
考
で
あ
る
。
井
上
に
よ
れ
ば
、

V
や
刊
に
言
、
っ

「
令
在
蘭
壷
第
冊
二
一
」
と
は
、
制
詔
の
「
具
瞳
的
な
保
管
場
所
を
さ
す
」
。
制
詔
は
蘭
霊
の
書
架
に
置
か
れ
る
こ
と
で
「
著
令
」
と
し
て
登
録

さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
先
行
す
る
詔
令
や
裁
判
例
な
ど
闘
連
書
類
も
併
せ
て
「
附
篇
」
(
フ
ァ
イ
ル
)
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
「
『
蘭
牽
令
第
冊

一
三
」
の
現
賓
の
す
が
た
は
、
核
と
な
る
詔
令
と
こ
れ
に
閲
す
る
丈
案
を
附
篇
し
た
案
巻
フ
ァ
イ
ル
が
、
蘭
蓋
の
四
三
番
書
架
に
安
置
さ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
「
蘭
憂
四
三
番
書
架
に
保
管
さ
れ
る

「
案
巻
』

フ
ァ
イ
ル
か
ら
、
必
要
な
詔
令
や
閲
連
資
料
を
抄
出

し
た
も
の
」
が
王
杖
詔
書
加
に
外
な
ら
ず
、
「
こ
れ
を
王
杖
と
と
も
に
老
人
に
奥
え
た
も
の
が
、
現
代
に
い
た
り
護
掘
さ
れ
た
」
。
冊
書
の
中
に

王
杖
詔
書
の
み
な
ら
ず
鰻
寡
孤
濁
に
関
す
る
詔
令
も
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
「
お
そ
ら
く
こ
の
老
人
が
鰻
・
寡
・
孤
・
濁
の
い
ず
れ
か
に
属
し

た
た
め
」
で
あ
ろ
う
(
井
上

二
O
O
五
、
二
一

l
二
二
頁
)

0

こ
の
見
解
は
、
「
書
府
」
(
文
書
庫
)
と
し
て
の
蘭
蓋
に
着
目
し
た
、
き
わ
め
て
魅
力
的
な
仮
説
と
言
え
る
。
井
上
説
に
従
う
な
ら
ば
、
「
蘭
蓋

第
冊
ゴ
こ
の
表
題
の
も
と
に
複
数
の
文
書
が
集
め
ら
れ
て
い
る
現
象
も
、
無
理
な
く
解
樟
で
き
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
表
題
に
記

さ
れ
た
数
字
が
保
管
場
所
と
し
て
の
書
架
の
番
競
を
表
す
と
い
う
護
想
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
黙
で
疑
問
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち

第
一
に
、
「
蘭
牽
第
冊
三
」
と
い
う
尾
題
刊
を
附
し
た
丈
書
の
中
に
、
「
蘭
蓋
令
第
冊
二
」
と
明
記
し
た
制
詔
I
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
蘭
書

の
四
二
番
書
架
か
ら
抄
出
さ
れ
た
制
詔
を
含
ん
で
い
る
以
上
、
全
瞳
を
「
蘭
霊
四
三
番
書
架
に
あ
り
」
と
い
う
尾
題
に
よ
っ
て
一
括
す
る
の
は

不
可
解
で
あ
る
。
第
二
に
、
前
章
に
翠
げ
た
王
杖
断
簡
に
、

吏
金
二
雨
在
田
律
民
作
原
輩
罰
金
二
雨
令
在
乙
第
廿

図

(武
6
)

と
い
う
文
章
が
見
え
る
こ
と
。
こ
こ
に
は
二
候
の
罰
金
規
程
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
半
の
「
在
田
律
」
が
法
令
の
婦
層
を
一
不
す
の
と
同
様
、

後
宇
の
「
令
在
乙
第
廿
三
」
も
民
に
原
語
を
禁
ず
る
法
規
が
「
乙
令
の
第
二
三
に
あ
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
と
す
る
な
ら

十
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ぱ
、
王
杖
詔
書
加
の
尾
題
に
「
令
在
蘭
牽
第
冊
三
」
と
あ
る
丈
章
も
、
制
詔
の
令
と
し
て
の
候
丈
番
披
を
指
す
と
み
る
の
が
遁
首
で
あ
ろ
う
。

む
ろ
ん
、
右
の
よ
う
な
理
解
に
立
て
ば
、
王
杖
詔
書
加
に
含
ま
れ
る
複
数
の
文
書
が
「
蘭
蓋
令
第
冊
一
一
一
」
と
い
う
軍
一
の
表
題
で
括
ら
れ
る

理
由
に
つ
い
て
、
井
上
説
と
は
別
の
解
鐸
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
武
威
の
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
事
責
を
も
説
明
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
の
検
討
の
た
め
の
綿
口
は
、
王
杖
木
簡
に
含
ま
れ
る
決
事
に
つ
い
て
の
議
論
の
中
に
見
出
せ

る
よ
、
つ
に
思
わ
れ
る
。

翠

令

考

1 

決

事

と

撃

令

王
杖
十
簡
に
決
事
す
な
わ
ち
裁
判
例
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
気
付
か
れ
、
議
論
の
的
に
な
っ
て
い
た
。
滋
賀
秀
三
は
、
十
筒
|
|

正
確
に
言
え
ば

A

m
を
除
い
た
本
丈
九
筒
ー
ー
を
構
成
す
る
二
つ
の
部
分
が
「
漢
代
の

『
令
』
な
る
法
典
か
ら
抄
録
さ
れ
た
一
一
箇
僚
」
で
あ

り
、
う
ち
一
箇
僚
に
は
裁
判
事
例
の
摘
要
記
事
が
「
附
件
と
し
て
追
記
す
る
と
い
う
形
で
牧
録
さ
れ
て
い
る
」
と
考
え
た
(
滋
賀

一
九
七
七
、

五
O
二
頁
)
o

こ
れ
は
九
筒
全
瞳
を
決
事
比
と
見
る
大
庭
惰
へ
の
批
判
で
あ
る
が
、
附
件
と
し
て
の
追
記
と
い
う
現
象
、
す
な
わ
ち
決
事
が
遁
用

法
令
の
後
に
追
加
記
載
さ
れ
る
事
賓
こ
そ
、
王
杖
十
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
重
要
な
認
識
で
あ
る
と
滋
賀
は
言
う
。
「
漢
代
に

令
と
呼
ば
れ
る
編
纂
物
に
は
、
詔
の
要
旨
の
ほ
か
裁
判
賓
例
要
旨
な
ど
が
ご
た
ご
た
と
含
ま
れ
て
い
た
」
と
い
う
見
解
は
、
王
杖
詔
童
日
間
前
の
出

現
以
後
も
嬰
わ
ら
な
い
(
滋
賀

一
九
八
九
、
二
八
五
頁
)

0

(
は
)

こ
れ
に
釘
し
て
大
庭
の
立
場
は
、
「
滋
賀
秀
三
氏
の
批
判
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
補
説
の
中
の
、
「
私
は
、
な
ぜ

『
決
事
」
が
『
追
加
記
載
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
』

の
で
あ
る
か
、
そ
れ
が
疑
わ
し
い
と
い
う
か
、
信
じ
切
れ
な
い
の
で
困
っ
て
い
る
」
(
大
庭

一
九
七
五
、

19 

三
五
二
頁
)
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
滋
賀
説
と
の
相
違
賄
は
「
漢
令
に
閲
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
達
い
」
(
同
前

五
一
三
貝
)
だ
と
い
う

十
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設
言
か
ら
付
度
す
れ
ば
、
令
と
は
あ
く
ま
で
詔
救
で
あ
り
、
「
裁
判
責
例
要
旨
な
ど
が
ご
た
ご
た
と
含
ま
れ
て
」
い
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
認

識
を
、
大
庭
は
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
王
杖
十
簡
全
瞳
は
詔
令
と
い
う
よ
り
決
事
比
す
な
わ
ち
判
例
な
の
で
あ
り
、

-
9
の
「
蘭
蓋
令
第
叶
三
御
史
令
第
冊
三
」
と
い
う
記
載
は
、
加
書
の
名
稽
を
示
す
の
で
は
な
く
、
上
議
案
の
判
断
に
あ
た
っ
て
「
準
用
す
べ

き
法
令
名
」
(
同
前

三
四
四
頁
)
と
解
稗
さ
れ
る
。
王
杖
十
簡
を
決
事
比
と
み
る
見
解
は
、
王
杖
詔
書
加
が
出
現
す
る
に
及
ん
で
撤
回
さ
れ
る

結
果
と
な
っ
た
が
(
大
庭

一
九
八
八
、
六
六
頁
)
、
そ
れ
で
大
庭
の
困
惑
が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
新
出
の
張
家
山
漠
筒
「
津

閥
令
」
を
眺
め
て
み
て
も
、
令
丈
と
し
て
瞳
裁
の
不
統
一
こ
そ
目
に
付
く
が
、
皇
帝
の
詔
救
と
無
縁
の
丈
書
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
王
杖
十
筒

の
特
徴
を
漢
令
一
般
に
敷
~
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
な
お
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

思
う
に
、
王
杖
十
簡
|
|
お
よ
び
王
杖
詔
書
冊
|
|
の
特
徴
は
、
翠
令
と
し
て
の
性
質
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
。
王
杖
木
簡
が
翠
令
と

呼
ば
れ
る
令
か
ら
成
る
こ
と
は
、
王
杖
断
簡
の
記
載
に
よ
っ
て
誼
明
で
き
る
。
師
連
の
通
り
、
こ
の
断
簡
に
「
王
杖
」
「
鳩
杖
」
の
丈
字
は
見

嘗
た
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
杖
に
閲
す
る
資
料
と
判
断
さ
れ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
丈
章
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

制
詔
御
史
奏
年
七
十
以
上
比
吏
六
百
石
出
入
官
府
不
趨
母
二
尺
告
刻
吏
檀
徴
召
図
(
武
1
)

不
謹
在
御
史
翠
令
第
廿
三

長
安
郷
音
夫
田
順
坐
徴
召
金
里
老
人
楽
長
罵
晋
殴
図
(
武
口
)

回
(
武
8
)

李
均
明
・
劉
軍
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
武
1
の
丈
章
は
王
杖
十
簡
A

1

・
2
や
王
杖
詔
書
冊
B

n

・
2
の
制
詔
と
ほ
ぼ
同
丈
で
あ

り
、
武
H
も
ま
た
王
杖
詔
書
冊

B
l
H
・
お
と
同
じ
決
事
と
判
断
さ
れ
る
(
李
・
劉

一
九
九
三
)
。
ま
た
、
大
庭
惰
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
武
1

の
丈
章
は
内
容
か
ら
み
て
武
8
と
連
績
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
(
大
庭

一
九
九
五
、
六
l
七
頁
)
o

と
す
る
な
ら
ば
、
右
の
三
枚
の
断
簡
に
記

さ
れ
て
い
る
の
は
、
王
杖
に
関
す
る
詔
救
お
よ
び
裁
判
例
で
あ
り
、
か
っ
そ
れ
が
「
御
史
翠
令
」
と
い
う
名
稽
で
呼
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
。

十
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王
杖
断
簡
に
は
ま
た
、
「
蘭
蓋
翠
令
」
と
い
う
呼
稀
も
見
え
る
。

赦
不
得
下
輩
室
在
蘭
蓋
翠
令
第
口
図

(武
9
川
)

「
赦
し
て
輩
室
に
下
す
を
得
ず
」
と
い
う
丈
面
か
ら
み
て
、
王
杖
所
持
者
の
特
権
を
定
め
た
詔
令
の
断
簡
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
例
に
照
ら

し
て
み
れ
ば
、
大
庭
惰
の
指
摘
す
る
通
り
、
王
杖
十
簡
や
王
杖
詔
童
日
間
前
の
表
題
と
し
て
示
さ
れ
た
「
御
史
令
」
「
蘭
蓋
令
」
な
ど
の
呼
栴
は
す

べ
て
、
「
御
史
翠
令
」
「
蘭
蓋
翠
令
」
の
略
稀
で
あ
る
に
違
い
な
い
(
大
庭

九
九
五

二
了
二
二
頁
)
。
換
言
す
れ
ば
、
王
杖
十
簡
や
王
杖
詔

書
冊
の
全
盟
は
、
漢
代
に
翠
令
と
呼
ば
れ
た
法
規
の
賓
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
そ
れ
が
な
ぜ
決
事
を
含
む
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
間
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
翠
令
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
認
識
を
確
か
な
も
の
と
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

翠
A
R
の
一
語
は

『
史
記
』
や
『
漢
書
』

の
本
丈
や
注
に
散
見
す
る
。
中
で
も
注
目
に
値
す
る
の
は
、
『
漢
書
』
張
湯
俸
に
記
さ
れ
た
次
の
よ
う

な
一
節
で
あ
る
。

日
疋
時
、
上
方
郷
丈
撃
。
湯
決
大
獄
、
欲
停
古
義
、
乃
請
博
士
弟
子
治
尚
書
・
春
秋
、
補
廷
尉
史
、
平
完
了
疑
法
。
奏
識
疑
、
必
奏
先
馬
上
分

上
所
是
、
受
而
著
調
法
廷
尉
翠
令
、
揚
主
之
明
。

ま

さ

む

か

つ

是
の
時
、
上
、
方
に
文
皐
に
郷
、
っ
。
湯
、
大
獄
を
決
す
る
に
、
士
呈
我
に
偉
け
ん
と
欲
し
、
乃
ち
博
士
弟
子
の
尚
書
・
春
秋
を
治
め
る
に
請
い
、
廷
尉
史
に

補
し
て
疑
法
を
平
亭
せ
し
む
。
識
疑
を
奏
す
る
に
、
必
ず
奏
先
に
上
の
潟
に
其
の
原
づ
く
と
こ
ろ
を
分
別
し
、
L
L

の
是
と
す
る
所
は
、
受
け
て
識
法
を
廷

尉
翠
令
に
著
し
、
主
の
明
を
揚
ぐ
。

別
其
原
、

21 

「
翠
令
」
を
『
史
記
』
酷
吏
列
停
で
は
「
索
令
」
に
作
り
、
孝
昭
は
「
契
は
、
板
契
に
在
る
な
り
」
と
注
す
る
(
史
記
集
解
引
)
。
お
そ
ら
く

十

21 
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は
、
「
廷
尉
板
令
」
(
『
後
漢
書
』
庭
訪
侍
)
の
よ
う
な
呼
栴
を
念
頭
に
置
い
た
解
鐸
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
注
鐸
に
従
っ
て
中
田
薫
は
、
撃
令
と

は
官
吏
が
自
己
の
職
務
に
関
係
の
あ
る
詔
令
を
集
録
し
た
携
帯
用
の
「
令
集
板
」
で
あ
り
、
「
今
日
の
何
々
法
令
便
宜
の
類
」
に
あ
た
る
と
定

義
す
る
。
中
田
に
よ
れ
ば
、
『
漢
書
』
燕
刺
王
旦
傍
注
の
「
光
椋
索
令
」
は
「
光
椋
大
夫
携
用
の
翠
板
令
」
で
あ
り
、
「
説
丈
解
字
」
統
部
・
拭

字
の
説
解
に
言
、
っ
「
梁
浪
翠
令
」
は
「
梁
浪
郡
闘
係
吏
員
が
携
帯
す
る
板
令
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
(
中
日

一
九
五
三
、

一
九
二
一
頁
)
。
「
携
帯

す
る
板
令
」
と
は
、
具
睦
的
に
ど
の
よ
う
な
貰
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
貼
は
差
し
首
た
り
問
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
に
封
し
て
大
庭
惰
は
首
初
、
出
土
史
料
も
加
味
し
た
上
で
、
翠
令
と
は
「
廷
尉
・
光
帳
・
大
鴻
臆
の
様
な
中
央
、
梁
浪
・
北
遣
の
如
き

地
方
の
所
轄
長
官
か
ら
、
所
管
内
に
出
さ
れ
た
令
で
、
律
令
の
如
く
原
則
的
・
一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
」
と
考
え
た
(
大
庭

一
九
五
三
、
二

八
頁
)
。
「
所
管
内
に
出
さ
れ
た
令
」
と
い
う
護
想
は
、
後
速
の
通
り
注
目
に
値
す
る
。
し
か
し
、
翠
令
を
律
令
と
は
別
の
政
令
と
す
る
考
え
は
、

一
九
六
三
)
、
「
一
つ
の
官
属
、
地
域
な
ど
に
の
み
用
い
ら
れ
る
特
令
」
と
い
う
解
稗
へ

詔
救
と
令
の
闘
係
が
認
識
さ
れ
る
に
及
ん
で
(
大
庭

軌
道
修
正
さ
れ
て
い
き
(
大
庭

一
九
八
二
、
九
六
頁
)
、
さ
ら
に
王
杖
断
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
「
御
史
府
と
か
、
天
子
の
蘭
蓋
と
か
が
、
そ
れ

ぞ
れ
必
要
に
庭
じ
て
配
列
し
て
い
る
の
が
翠
令
で
あ
る
」
と
い
う
中
田
に
近
い
理
解
に
落
着
く
(
大
庭

一
九
九
五
、

一
三
頁
)
o

翠
令
と
は

「
そ
れ
ぞ
れ
の
官
署
、
も
し
く
は
郡
牒
、
特
定
地
域
が
所
持
し
保
管
し
て
い
る
関
係
法
令
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
」
(
冨
谷

二
0
0
0
、

頁
)
と
い
う
護
言
や
、
「
部
局
ご
と
に
執
務
参
照
用
に
作
っ
た
規
則
集
、
後
世
で
い
え
ば
清
代
の
各
部
の
則
例
の
如
き
も
の
と
考
え
て
よ
い
」

二
O
O
一
二
丘
、
五
二
頁
)
と
い
う
解
説
な
ど
が
、
中
田
・
大
庭
説
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
翠
令
の
「
翠
」
と
は

(当一滋賀民

今
日
の
語
で
「
提
綱
翠
領
(
要
貼
を
つ
か
む
)
」
に
相
首
し
、
「
翠
令
の
賓
躍
は
中
央
の
闘
係
機
闘
が
必
要
に
磨
じ
て
園
家
の
法
令
か
ら
取
り
出

し
た
自
己
に
関
連
す
る
部
分
で
あ
る
」
と
す
る
李
均
明
・
劉
軍
の
説
や
(
李
・
劉

一
九
九
一
二
、
三
九
頁
)
、
翠
令
と
は
「
各
官
府
が
嘗
該
官
署
あ

る
い
は
地
匝
に
封
し
て
常
規
と
な
る
国
家
の
法
令
を
編
集
し
て
成
っ
た
法
令
集
で
あ
る
」
と
い
う
徐
世
虹
の
解
程
(
徐

二
O
O
三、

ム

ノ、

頁
)
な
ど
、
中
固
に
お
け
る
亭
説
も
、

ほ
ぼ
同
一
の
線
上
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
諸
説
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
そ
の
法
令
と
し
て
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
論
者
が
「
部
局
ご
と
に
必
要
法
令
を

十
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編
集
し
た
も
の
」
と
い
う
理
解
で
一
致
し
て
い
る
。
翠
令
に
冠
せ
ら
れ
る
語
が
廷
尉
・
光
椋
・
御
史
・
蘭
牽
な
ど
中
央
官
署
の
名
稀
で
あ
る
と

い
う
事
賓
は
、
こ
う
し
た
理
解
を
裏
付
け
る
か
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
編
集
の
具
瞳
的
な
手
績
き
に
閲
し
て
は
、
必
ず
し
も
説
得
的
に
賓
詮

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
先
遮
の
よ
う
に
中
田
薫
は
、
令
典
に
牧
録
さ
れ
た
詔
令
を
自
己
の
職
務
に
従
っ
て
集
録
し
た
も
の
が
翠
令
で
あ

る
と
述
べ
て
い
た
。
冨
谷
至
の
近
年
の
説
、
「
著
令
丈
言
を
附
さ
れ
令
と
し
て
公
布
さ
れ
た
詔
は
、
甲
・
乙
・
丙
に
分
け
ら
れ
、
甲
令
第

O
O、

乙
令
第

O
Oと
い
っ
た
整
理
香
競
が
つ
け
ら
れ
保
管
さ
れ
る
。
そ
の
中
か
ら
各
官
署
が
抜
粋
し
て
新
た
な
収
録
番
披
を
つ
け
た
の
が
翠
令
に
ほ

か
な
ら
な
い
」
(
冨
谷

二
五
工
貝
)
と
い
う
解
稗
も
、
翠
令
の
本
質
を
二
次
的
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
求
め
る
貼
で
、
中
田
説
を
繕

二
0
0
0
、

承
・
護
展
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
翠
令
と
呼
ば
れ
た
法
規
の
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
手
績
き
を
想
定
し
難
い
例
も
あ
る
。
例
え
ば
次

に
示
す
の
は
、
居
延
漢
簡
の
一
枚
で
、
北
遺
翠
令
の
侠
丈
と
し
て
康
く
知
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

-
北
遺
翠
令
第
四
候
長
候
史
日
誠
一
及
将
軍
吏
勢
一
一
日
皆
吉
一
一
一
日

(
H
C
N
∞
/
献
す
園
お
)

北
透
契
令
第
四
。
候
長
・
候
史
の
日
迩
お
よ
び
将
軍
・
吏
の
努
は
、
す
べ
て
二
日
を
三
日
に
算
定
す
る
。

こ
の
よ
う
に
特
定
地
域
を
封
象
と
し
た
法
令
の
場
合
、
ま
ず
何
よ
り
も
首
該
地
匝
の
官
署
に
封
し
て
直
接
公
布
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
何

ら
か
の
師
存
の
令
か
ら
抜
粋
・
編
集
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
「
抜
き
出
し
」
「
編
集
す
る
」
こ
と
に
翠
令
の
本
質
が
あ
る
と
い
う
、
通
説
に
共

通
す
る
理
解
に
よ
っ
て
は
、
解
稗
で
き
な
い
一
例
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
ま
た
、
翠
令
の
形
態
に
闘
し
で
も
、
通
説
が
首
を
得
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
大
方
の
論
者
が
描
く
翠
令
像
は
、
「
各
官
署
が
執
務

の
た
め
に
保
管
し
て
い
る
法
令
集
」
と
要
約
さ
れ
よ
う
。
例
え
ば
王
勇
華
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
蘭
蓋
窃
一
ナ
令
と
は
「
天
子
の
蘭
蓋
に
保
存
さ
れ
て

い
た
固
家
の
重
要
書
類
」
で
あ
り
、
御
史
翠
令
と
は
「
御
史
ら
が
『
明
習
法
令
』
す
る
た
め
に
、
ま
た
治
書
御
史
が
年
に
一
度
、
奏
識
さ
れ
て

23 

き
た
疑
獄
に
法
的
根
擦
を
提
供
す
る
た
め
に
、
参
考
書
類
を
御
史
府
に
置
い
て
い
た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
(
王
勇
華

二
O
O
四
、
六
六
頁
)
0
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だ
が
、
そ
の
よ
う
に
翠
令
を
理
解
し
た
場
合
、
先
に
引
用
し
た

『
漢
書
」
張
湯
俸
の
一
節
を
ど
う
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
張
湯
が
皇

帝
に
よ
る
裁
断
を
「
廷
尉
翠
令
に
著
し
」
た
の
は
、
武
帝
の
聴
明
さ
を
宣
揚
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
執
務
参
考
用
の
法
令
集
に
書
き
込
む

だ
け
で
、
官
一
揚
の
目
的
が
果
た
せ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

2 

翠

令

の

形

態

で
は
翠
令
と
は
結
局
、
ど
の
よ
う
な
法
令
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
『
漢
書
』
張
湯
停
に
附
さ
れ
た
王
先
議
の
補
注
は
、

有
力
な
手
掛
か
り
を
輿
え
て
く
れ
る
。

先
謙
日
、
言
上
所
允
行
者
、
則
受
而
書
之
於
板
、
著
其
上
請
之
事
馬
定
法
、
復
奉
此
令
以
宣
布
上
美
。
社
周
停
云
、
後
主
所
日
疋
、
疏
矯
令

也
。
翠
、
暴
也
。
史
記
作
製
、
借
字
。
翠
翠
古
通
用
。

先
謙
日
く
、
言
、
っ
こ
こ
ろ
は
、
上
の
允
行
す
る
所
は
、
則
ち
受
け
て
こ
れ
を
板
に
書
き
、
其
の
上
請
の
事
を
著
し
て
定
法
と
潟
し
、
復
た
此
の
令
を
奉
げ

以
て
L
L

の
美
を
宣
布
す
る
な
り
。
社
周
停
に
云
う
、
後
主
の
是
と
す
る
所
は
、
疏
し
て
令
と
矯
す
な
り
、
と
。
翠
は
、
撃
な
り
。
史
記
に
裂
に
作
る
は
、

借
字
な
り
。
相
手
・
羽
市
は
十
日
え
通
用
す
。

王
先
謙
の
言
、
つ
通
り
、
翠
字
に
「
奉
(
あ
げ
る
・
か
か
げ
る
と
の
語
義
が
あ
る
な
ら
ば
、
翠
令
と
は
君
主
の
判
断
を
「
か
か
げ
た
」
法
令
の

あ

意
味
と
な
り
、
「
主
の
明
を
揚
」
げ
ん
と
し
た
張
湯
の
意
固
に
合
致
す
る
。

思
う
に
、
「
説
丈
解
字
」
手
部
・
翠
字
の
説
解
に
「
牒
持
也
。
従
手
、
胡
聾
」
と
あ
る
「
牒
持
」
と
は
、
「
手
に
さ
げ
る
意
味
」
(
大
庭

八
二

a
、
九
五
頁
)
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
『
周
礎
」
秋
官
・
翠
壷
氏
の
職
に
、

十
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相
手
壷
氏
掌
翠
壷
以
令
軍
井
、
初
手
轡
口
以
令
舎
、
翠
春
以
令
糧
。

翠
壷
氏
は
、
壷
を
翠
し
て
以
て
軍
井
を
令
し
、
轡
を
翠
し
て
以
て
合
を
令
し
、
春
を
撃
し
て
以
て
糧
を
令
す
る
を
掌
る
。

と
い
う
丈
章
が
あ
り
、
鄭
司
農
は
次
の
よ
う
に
注
す
る
。

鄭
司
農
云
、
翠
壷
以
令
軍
井
、
謂
矯
軍
穿
井
、
井
成
、
翠
壷
牒
其
上
、
令
軍
中
士
衆
皆
望
見
、
知
此
下
有
井
。
壷
所
以
盛
飲
、
故
以
壷
表

井
O
i
-
-
-
軍
中
人
多
、
車
騎
雑
合
基
礎
君
、
競
令
不
能
相
問
。
故
各
以
其
物
一
筋
表
、
省
煩
趨
疾
、
子
事
便
也
。

鄭
司
農
云
え
ら
く
、
査
を
撃
し
て
以
て
軍
井
を
令
す
と
は
、
軍
の
震
に
井
を
穿
ち
、
井
成
ら
ば
、
査
を
翠
し
て
其
の
L
L

に
懸
け
、
軍
中
の
土
衆
を
し
て
皆

な
望
見
し
、
此
の
下
に
井
有
る
を
知
ら
し
む
る
を
謂
う
。
壷
は
飲
を
盛
る
所
以
な
れ
ば
、
放
に
査
を
以
て
井
を
表
す
。
:
:
:
軍
中
は
人
多
く
、
車
騎
は
雑

舎
し
謹
嵩
に
し
て
、
披
令
あ
い
聞
く
能
わ
ず
。
故
に
各
々
其
の
物
を
以
て
表
と
第
さ
ば
、
煩
を
省
き
趨
疾
な
ら
し
め
、
事
に
お
い
て
便
な
り
。

鄭
司
農
が
説
く
よ
う
に
、
「
壷
を
翠
す
る
」
の
は
井
戸
の
所
在
を
軍
中
に
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
り
、
と
す
る
な
ら
ば
「
皆
な
望
見
」
で
き
る

か
か

よ
う
高
く
掲
げ
る
必
要
が
あ
る
。
高
い
柱
の
先
端
に
目
印
と
し
て
壷
を
「
翠
げ
る
」
こ
と
、
そ
れ
を
「
翠
壷
」
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
止
宿
や

給
食
の
場
所
を
一
不
す
「
翠
轡
」
や
「
翠
脊
」
も
、
日
印
を
高
く
掲
げ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
翠
令
の
語
義
も
同
様
に
、
「
携
帯
す
る
板
令
」
で

か
か

は
な
く
「
相
手
げ
た
令
」
に
相
違
な
い
。

で
は
、
翠
令
と
は
一
睡
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
「
か
か
げ
た
」
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
、
沈
家
本
『
漠
律
掠
遺
』
巻
一
に

興
味
深
い
説
が
見
え
て
い
る
。
沈
家
本
は
「
翠
・
緊
」
の
字
を
「
緊
束
」
の
意
味
と
解
す
る
立
場
か
ら
、
『
説
文
』
に
「
牒
持
也
」
と
あ
る
の

や

は
「
禁
令
の
義
に
於
い
て
較
や
遠
い
」
解
稗
で
あ
る
と
二
一
日
う
。
「
翠
束
」
説
は
望
丈
生
義
の
域
を
出
な
い
が
、
後
績
の
一
段
は
傾
聴
に
値
す
る
。

25 
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廷
尉
・
光
椋
二
土
寸
有
此
令
、
柴
山
浪
郡
署
有
此
令
、
似
漢
時
中
外
官
府
皆
有
此
令
、
以
矯
法
式
。
蓋
皆
不
在
正
律
之
中
者
。
唐
古
室
省
多
書
格

令
於
屋
壁
。
嗣
聖
中
令
内
外
官
人
書
格
令
聴
事
之
壁
、
殆
亦
有
所
承
欺
。

廷
尉
・
光
椋
の
二
寺
に
此
の
令
あ
り
、
印
刷
宋
浪
郡
署
に
此
の
令
あ
る
は
、
漠
時
、
中
外
の
官
府
に
皆
な
此
の
令
あ
り
て
以
て
法
式
と
第
す
に
似
た
り
。
蓋
し

皆
な
正
律
の
中
に
在
ら
ざ
る
者
な
ら
ん
。
唐
の
蓋
省
、
多
く
格
令
を
屋
壁
に
書
く
。
嗣
聖
中
に
内
外
の
官
人
を
し
て
格
令
を
悪
事
の
壁
に
書
か
し
む
る
は
、

か

殆
ん
ど
亦
た
承
く
る
所
あ
ら
ん
歎
。

漢
代
の
内
外
官
府
が
そ
れ
ぞ
れ
に
法
令
を
所
持
す
る
朕
況
を
、
沈
家
本
は
唐
の
内
外
官
人
が
格
令
を
役
所
の
壁
に
書
い
た
事
例
の
先
縦
と
み

る
。
こ
こ
に
い
う
「
嗣
聖
中
」
の
事
例
と
は
、
『
通
血
〈
』
巻
一
六
五
・
刑
法
一
一
一
に
見
え
る
次
の
救
令
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

及
文
明
元
年
四
月
、
勅
、
律
令
格
式
、
内
外
官
人
退
食
之
暇
、
各
宜
尋
覧
。
的
以
首
司
格
令
、
主
日
於
膳
事
之
壁
、
術
仰
観
曙
、
使
克
遺
亡
。
。

文
明
元
年
(
六
八
四
)
四
月
に
及
び
、
勅
す
ら
く
、
「
律
令
格
式
は
、
内
外
の
官
人
、
退
食
の
暇
に
各
々
宜
し
く
尋
覧
す
べ
し
。
の
お
嘗
司
の
格
令
を
以
て

廉
事
の
壁
に
書
し
、
術
仰
に
観
謄
し
て
遺
忘
す
る
を
兎
れ
し
め
よ
」
と
。

「
嘗
司
の
格
令
(
部
局
ご
と
の
法
令
)
」
を
忘
れ
な
い
よ
う
「
聴
事
(
役
所
)
の
壁
」
に
書
き
つ
け
る
。
こ
の
よ
う
な
唐
の
制
度
に
照
ら
し
て

み
れ
ば
、
漢
代
に
お
い
て
も
官
府
の
壁
に
「
令
を
か
か
げ
た
」
と
推
定
で
き
る
。
「
初
皐
記
』
巻
二
四
に
引
く
雇
主
の

『
政
論
」
に
、
次
の
よ

う
な
一
節
が
見
え
て
い
る
。

今
典
州
郡
者
、
白
達
詔
圭
尺
縦
意
出
入
。
故
里
語
日
、
州
郡
詔
如
弔
辞
露
、
得
詔
書
但
桂
壁
。

今
、
州
郡
を
典
る
者
、
自
ら
詔
書
に
遣
い
、
意
を
縦
に
出
入
す
。
故
に
里
語
に
日
く
、
「
州
都
の
詔
は
震
震
の
如
し
、
詔
書
を
得
る
も
但
だ
壁
に
桂

く
る
の
み
」
と
。

十

26 

11 寸11 



L 」

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
中
日
宍
)
出
・

3
1
J待

ー「

、

、

「
詔
書
」
と
釘
に
な
る
語
で
あ
る
か
ら
、
「
州
郡
の
詔
」
は
「
州
郡
の
記
」
に
作
る
テ
ク
ス
ト
(
「
意
林
』
春
一
二
)
に
依
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
桂
壁
」
と
は
後
世
「
放
置
し
て
お
く
」
の
意
味
に
も
な
る
が
、
漢
代
に
お
い
て
は
法
令
を
文
字
通
り
官
署
に
掛
け
る
慣
行
が
あ
っ
た
。
「
周

し
め

瞳
』
天
官
・
小
宰
の
職
に
、
「
宮
刑
を
以
て
禁
を
王
宮
に
憲
す
(
以
宮
刑
憲
禁
於
玉
宵
)
」
と
い
う
丈
章
が
あ
り
、
鄭
玄
は
注
し
て
、

憲
謂
表
牒
之
。
若
今
新
有
法
令
云
。

憲
と
は
こ
れ
を
表
豚
す
る
を
謂
う
。
今
の
新
た
に
法
令
あ
る
が
若
し
と
云
う
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
鄭
注
は
、
買
公
彦
の
疏
に
「
漢
時
、
新
た
に
法
令
あ
れ
ば
、
亦
た
必
ず
こ
れ
を
表
牒
し
、
衆
を
し
て
共
見
せ
し
む
。
故

に
拳
げ
て
以
て
況
え
と
話
す
(
漠
時
新
有
法
令
、
亦
必
表
豚
之
、
使
衆
共
見
、
故
血
争
以
矯
況
)
」
と
説
く
よ
う
に
、
漢
代
に
お
い
て
「
法
令
を
表
牒
す

(ロ)

る
」
制
度
が
あ
っ
た
誼
左
で
あ
ろ
う
。

近
年
護
掘
さ
れ
た
「
額
済
納
漢
筒
」
に
、
興
味
深
い
例
が
見
出
せ
る

0
3円
出
。

ω-口
一
円
∞
と
い
う
編
競
を
も
っ
八
枚
の
加
書
は
、
編
綴
の

紐
ま
で
残
っ
た
稀
有
な
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の
一
枚
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。

-
肩
書
胡
虜
議
門
購
〕
賞
三
亭
扇
一
母
令
編
幣
〔
弊
〕
絶
(
匂
自
己

g
口
仏
)

「
胡
虜
購
賞
」
二
週
を
肩
書
し
、
う
ち
一
通
を
亭
に
扇
し
て
、
編
綴
の
紐
を
切
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

(
日
)

冒
頭
の
簡
に
「
専
部
士
吏
典
趣
親
」
と
あ
る
よ
う
に
、
士
吏
が
所
持
す
る
監
督
要
領
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
李
均
明
の
指
摘
す
る
通
り
、
「
胡

虜
購
賞
」
と
は
居
延
漢
簡
に
い
う
「
捕
斬
旬
奴
虜
反
莞
購
賞
科
別
」
(
巴
)
町
N
N
N
N
N
)

す
な
わ
ち
封
胡
虜
戟
で
功
績
の
あ
っ
た
者
に
針
す
る
褒

27 

賞
を
定
め
た
法
規
で
、
「
編
を
し
て
弊
紹
せ
し
む
る
母
れ
」
と
い
う
表
現
は
、
首
該
法
規
が
編
殺
さ
れ
た
冊
書
の
状
態
で
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ

十
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と
を
意
味
す
る
(
李
均
明

(
は
)

二
0
0
7
1
、
六
三
頁
)
。
そ
の
状
態
を
「
扇
(
か
け
る
)
」
と
表
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
肩
水
金
闘
か
ら
出
土
し
た
「
永

始
三
年
詔
書
加
」
の
一
枚
に
言
、
つ
(
甘
粛
省
文
物
工
作
隊
居
延
筒
整
理
組

一
九
八
四
)

0

十
月
己
亥
張
披
大
守
語
守
郡
司
馬
宗
行
長
史
事
図

書
従
事
下
首
用
者
明
肩
懸
亭
額
慮
令
吏
民
皆
知
之
如
詔
書

(
叶
(
凶

H
W
』
司
H
H
ω
)

十
月
己
亥
、
張
披
大
守
の
語
と
、
長
史
の
職
務
を
代
行
し
た
郡
司
馬
心
得
の
宗
が
・
・
・
童
日
〔
を
承
け
〕
事
に
従
い
、
必
要
部
署
に
下
せ
。
明
瞭
に
亭
の
目

立
つ
所
に
掛
け
、
吏
民
す
べ
て
に
周
知
せ
し
め
る
こ
と
、
詔
書
の
如
く
せ
よ
。

亭
燈
に
詔
書
を
「
扇
懸
」
す
る
よ
う
命
じ
た
丈
言
で
、

『
政
論
」
に
言
、
っ
「
一
弔
問
書
桂
壁
」
が
単
な
る
レ
ト
リ
ッ
ク
で
な
い
こ
と
を
う
か
が
う

に
足
る
史
料
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
誼
に
大
過
な
き
も
の
と
す
れ
ば
、
相
手
令
と
は
「
官
署
の
壁
に
掲
示
す
る
令
」
と
定
義
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
令
と
詔
救
と

は
害
貝
睦
的
に
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
令
を
掲
示
す
る
と
は
つ
ま
り
詔
救
を
掲
げ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
始
め
て
、
張
湯
停
の

し
る

逸
話
に
つ
い
て
も
無
理
の
な
い
説
明
が
可
能
と
な
ろ
う
。
張
湯
は
皇
帝
の
聖
断
を
「
廷
尉
翠
令
に
著
し
て
」
掲
示
し
た
。
そ
れ
は
さ
な
が
ら
、

詔
救
を
官
報
に
記
載
し
て
公
示
す
る
よ
う
な
数
果
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
場
合
、
注
意
す
べ
き
は
、
翠
令
に
冠
せ
ら
れ
る
「
廷

尉
」
の
丈
字
が
令
の
掲
げ
ら
れ
る
場
所
で
は
な
く
し
て
、
頒
布
す
る
主
躍
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
廷
尉
府
内
に
限
っ
て
掲
示
さ
れ
た
の
で
あ
れ

ぱ
、
宣
揚
殺
果
も
竿
減
し
よ
う
。
張
湯
の
「
廷
尉
翠
令
」
は
、
廷
尉
頒
布
の
法
令
と
し
て
中
央
・
地
方
の
各
級
官
街
に
掲
示
さ
れ
、
武
帝
の
英

明
さ
を
稀
揚
し
た
に
違
い
な
い
。
同
様
に
、
王
杖
所
持
者
の
特
権
や
関
連
す
る
裁
判
例
を
記
し
た
蘭
蓋
翠
令
や
御
史
翠
令
も
、
蘭
蓋
・
御
史
を

頒
布
の
主
瞳
と
み
る
の
が
愛
吉
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
封
し
て
、
楽
浪
や
北
遣
な
ど
特
定
地
域
を
示
す
語
は
、
通
説
ど
お
り
翠
令
の
針
象
範
園
を

表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
梁
浪
翠
令
を
「
梁
浪
郡
が
頒
布
し
た
翠
令
」
と
解
轄
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
北
遺
翠
令
と
い
う
呼
稽

十

28 
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に
つ
い
て
は
「
北
方
の
遺
境
地
帯
に
適
用
さ
れ
る
翠
令
」
と
解
す
る
以
外
に
な
い
の
で
は
な
い
か
。
む
ろ
ん
、

い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、

聞
連
官
街
に
掲
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
翠
令
と
呼
ば
れ
て
い
る
に
相
違
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
蘭
官
官
言
、
御
史
、
衛
尉
と
い
っ
た
中
央
官
署
の
名
栴
を
冠
し
た
翠
令
が
遺
境
の
武
威
郡
に
存
在
す
る
こ
と
も
説

明
で
き
る
。
敦
憧

T
日
候
燈
杜
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
、
次
の
よ
う
な
丈
章
が
見
え
て
い
る
。

図
龍
朝
寝
大
鴻
臆
翠
令
津
闘

(
叶
阿
〈
山
口
印
∞
¥
(
リ
r
h
F
∞
∞
)

龍
助
牒
が
寓
移
す
る
大
鴻
臆
翠
令
に
、
津
闘
:
:
:
。

冨
谷
至
が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
の
断
簡
か
ら
は
、
大
鴻
臆
翠
令
が
龍
軌
際
で
寓
移
さ
れ
て

T
日
遺
跡
ま
で
迭
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

(
官
阿
久
口

一四
l
五
頁
)
o

残
念
な
が
ら
後
績
の
簡
は
見
昔
た
ら
な
い
が
、
津
闘
令
に
類
す
る
規
定
が
記
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き

二
0
0
0
、

る
。
王
杖
断
簡
に
様
々
な
中
央
官
署
の
名
稽
を
冠
し
た
翠
令
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
法
令
が
中
央
か
ら
地
方
へ
と
頒
布
さ

れ
た
こ
と
の
誼
左
で
あ
ろ
う
。
「
結
局
は
官
署
名
を
冠
し
た
令
は
、
す
べ
て
翠
令
の
範
醇
に
属
す
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
」
と
い
う
冨
谷
の
理
解

一
一
一
一
丁
四
頁
)
、
そ
の
貼
に
閲
す
る
限
り
首
肯
さ
る
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。

翠
令
の
本
質
は
、
「
抜
き
出
し
て
」
「
編
集
す
る
」
と
い
う
編
纂
の
手
績
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
「
掛
け
て
」
「
掲
示
す
る
」
と
い
う
公
布
の
形

態
に
あ
る
。
頒
布
さ
れ
掲
示
さ
れ
る
と
い
う
側
面
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
れ
は
令
典
・
令
書
と
い
う
よ
り
も
、
相
刷
れ
童
日
き
・
懸
札
の
類
に
近
い
。

は
(
冨
谷

二
0
0
0
、

こ
の
よ
う
な
認
識
に
従
う
な
ら
ば
、
王
杖
十
簡
や
王
杖
詔
童
日
明
の
特
徴
も
説
明
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
令
で
あ
る
か

ら
、
基
本
と
な
る
内
容
は
制
詔
に
由
来
す
る
。
瓜
墨
田
に
含
ま
れ
る
上
書
の
類
が
詔
救
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
前
章
で
指
摘
し
た
。
し

か
し
一
方
、
翠
令
は
法
典
で
は
な
く
「
閥
れ
書
き
」
で
あ
る
か
ら
、
同
一
番
披
の
法
令
中
に
複
数
の
詔
丈
が
含
ま
れ
て
い
て
も
構
わ
な
い
し
、

29 

参
照
の
憤
値
あ
り
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
制
詔
以
外
の
規
範
的
内
容
を
も
っ
た
文
章
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
妨
げ
な
い
。
王
杖
詔
書
冊
の
場
合
で
言

十

29 
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30 

え
ば
、
成
帝
の
養
老
政
策
、
老
人
に
封
す
る
優
遇
措
置
を
、
王
杖
所
持
者
を
陵
辱
し
た
裁
判
例
も
含
め
て
一
括
掲
示
し
た
「
輯
れ
書
き
」
が
、

「
蘭
壷
令
第
冊
三
」
と
い
う
翠
令
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
と
よ
り
裁
判
例
の
保
存
が
目
的
で
は
な
い
か
ら
、
決
事
を
停
え
る
丈
章
は
書
一
一

的
で
も
構
わ
な
い
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
翠
令
と
い
う
呼
稽
は
、
公
布
の
形
態
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
令
丈
の
(
貫
睦
的
内
容
と
直
接
的
な
闘
係

(
日
)

は
な
い
か
ら
、
法
令
と
し
て
の
名
稽
に
「
翠
」
字
が
不
可
紋
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

王
杖
十
簡
は
全
盟
が
「
蘭
墓
令
第
叶
三
」
か
っ
「
御
史
令
第
間
二
ご
と
い
う
翠
令
で
あ
り
、
同
様
に
し
て
王
杖
詔
書
慨
は
全
慨
が
「
蘭
憂
令

第
冊
三
」
と
い
う
撃
令
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
来
、
中
央
の
蘭
蓋
・
御
史
か
ら
地
方
官
署
に
頒
布
さ
れ
、
「
額
慮
」
に
掲
げ
ら
れ
た
「
晴
れ
書
き
」

(
日
)

で
あ
っ
た
。
王
杖
木
簡
が
惇
え
て
い
る
の
は
、
保
管
さ
れ
た
法
典
の
形
で
は
な
く
、
掲
示
さ
れ
た
法
令
の
姿
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

お

わ

り

前
章
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
翠
令
の
姿
は
、
小
論
の
目
頭
に
述
べ
た
宮
宅
潔
の
問
い
か
け
に
、
多
少
な
り
と
も
答
え
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
漢
代
に
お
い
て
は
、
中
央
官
署
が
自
ら
に
闘
わ
る
詔
救
を
取
り
ま
と
め
、
時
に
関
連
す
る
裁
判
例
な
ど
も
併
せ
た
上
で
、
頒
布
・
掲
示

す
る
制
度
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
法
規
や
先
例
が
官
署
に
布
告
さ
れ
、
集
積
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
「
全
国
共
通
の
令
典
」
が
存
在
せ

(
げ
)

ず
と
も
、
司
法
を
運
営
し
て
い
く
上
で
不
都
合
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
た
制
度
の
も
と
で
は
、
翠
令
と
し
て
の
み
存
在
が
知
ら
れ
る
詔
救
も
あ
れ
ば
、
翠
令
と
他
の
事
項
別
令
や
干
支
令
と
に
共
有
さ
れ
る

詔
救
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
詔
救
が
複
数
の
官
署
に
よ
っ
て
翠
令
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
で
も
不
思
議
で
は
な
い
。
王
杖
断
簡
武
7
に
「
在

公
令
第
十
九
、
永
一
相
常
用
第
三
」
と
あ
り
、
王
杖
十
筒
A

8

に
「
蘭
蓋
令
第
品
川
三
、
御
史
令
第
冊
三
」
と
あ
る
よ
う
に
、
同
一
の
令
丈
が
複

数
の
呼
稀
と
番
競
を
有
す
る
現
象
は
、
そ
の
よ
う
な
複
数
時
属
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
滋
賀
秀
三
は
漢
令
の
存
在
形
態
に
閲
し
て
、

「
立
法
的
内
容
の
詔
を
す
べ
て
何
ら
か
の
仕
組
み
で
令
篇
に
編
集
す
る
と
い
う
壮
大
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
は
考
え
な
い
方
が
よ

ぃ
。
い
わ
ば
好
き
勝
手
に
い
ろ
い
ろ
な
編
纂
物
が
作
ら
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
(
滋
賀

二
O
O
三
、
五
三
頁
)
。
「
思
い
つ
く
こ
と
」
と
断
っ
た

十

30 
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上
で
の
推
論
で
あ
る
が
、
玩
味
さ
る
べ
き
指
摘
と
言
え
よ
う
。

王
杖
木
簡
の
原
型
と
な
っ
た
テ
ク
ス
ト
は
、
武
威
郡
内
の
|
|
お
そ
ら
く
は
郡
治
に
あ
た
る
姑
戚
牒
の
|
|
人
目
街
に
掲
示
さ
れ
、
集
積
さ
れ

て
い
た
翠
令
で
あ
っ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
が
書
寓
さ
れ
副
葬
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
は
、
官
の
闘
輿
を
想
定
す
る
の
が
自
然
な
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
王
杖
所
持
者
の
特
権
を
記
し
た
木
簡
の
作
成
主
睦
は
、
翠
令
に
接
し
う
る
位
置
に
あ
っ
た
者
、

つ
ま
り
官
吏
の
可
能
性
が
高
い
。

王
杖
十
筒

A
l
mに
お
い
て
、
墓
主
の
幼
伯
の
生
年
と
王
杖
授
輿
の
正
確
な
年
次
と
を
記
し
て
い
る
の
も
、
官
の
闘
輿
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

と
は
言
え
著
者
は
、
王
杖
木
簡
の
性
格
を
「
黄
泉
丈
書
」
と
規
定
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
墓
主
の
身
分
を
「
地
下
世
界
に
通
知
」
し
て
、

「
優
遇
と
特
権
を
引
き
つ
づ
き
期
待
し
た
」
丈
書
だ
と
解
す
る
こ
と
(
冨
谷

一
九
九
二
、
九
一
百
ハ
)
に
封
し
て
は
、

い
さ
さ
か
の
障
陪
を
畳
え

ざ
る
を
得
な
い
。
確
か
に
王
杖
木
簡
は
、
王
杖
所
持
者
が
生
前
に
授
輿
さ
れ
た
文
書
で
は
な
く
、
葬
儀
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
副
葬
品
と
み

る
の
が
安
首
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し
官
が
護
し
た
通
知
で
あ
れ
ば
、
た
と
い
宛
先
が
地
下
世
界
で
あ
れ
、
然
る
べ
き
書
式
を
も
つ
の
が
通

(
叩
)

例
で
あ
る
。
王
杖
木
簡
の
副
葬
が
も
っ
意
味
は
む
し
ろ
、
鳩
杖
の
副
葬
と
相
倹
っ
て
、
被
葬
者
に
封
す
る
記
憶
を
葬
迭
の
場
で
喚
起
す
る
賭
に

求
め
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
王
杖
所
持
者
の
特
権
を
記
し
た
翠
令
は
、
葬
瞳
参
加
者
に
死
者
へ
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
鯛
媒
と
し
て
作
用

し
た
。
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
う
し
た
解
稗
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
王
杖
木
簡
副
葬
と
い
う
葬
迭
の
一
齢
も
ま
た
、
園
家
に

よ
る
養
老
政
策
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

31 

引
用
文
献
一
覧

【
日
文
】

井

上

頁

(

二

O
O
五
)
「
渓
代
の
書
府
|
|
中
国
古
代
に
お
け
る
情
報
管
理
技
術
|
|
」
『
東
洋
挙
報
』
第
八
七
巻
第
一
競
。

五

勇

華

(

二

O
O
四
)
『
秦
漢
に
お
け
る
笹
川
察
制
度
の
研
究
」
朋
友
香
庖
。

大
庭
惰
(
一
九
五
三
)
「
撃
令
に
つ
い
て
」
「
東
洋
史
研
究
』
第
一
二
巻
第
三
披
。

十

11 

31 
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(
一
九
六
三
)
「
渓
代
制
詔
の
形
態
」
同
『
秦
漠
法
制
史
の
研
究
」
創
文
祉
、

(
一
九
七
五
)
「
漢
代
の
決
事
比
試
論
」
(
同
前
)

0

(
一
九
八
二
)
「
筒
臆
中
の
漢
律
令
侠
文
」
(
同
前
)

0

(
一
九
八
八
)
「
武
威
山
土
「
玉
杖
詔
書
・
令
』
所
」
同
『
漢
筒
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、

(
一
九
九
五
)
「
武
威
早
灘
抜
出
土
の
王
杖
筒
」
『
史
泉
』
第
八
二
競
。

越
智
重
明
(
一
九
九
二
「
渓
時
代
の
王
杖
と
復
除
」
『
久
官
米
大
皐
論
叢
』
第
四
O
巻
第
二
競
。

滋
賀
秀
三
(
一
九
七
七
)
「
武
威
山
土
王
杖
十
簡
の
解
稗
と
漠
令
の
形
態
|
|
大
庭
惰
氏
の
論
考
を
讃
み
て
|
|
」
(
滋
賀
二

O
O
二一
b
所
収
)

0

|
|
(
一
九
八
九
)
「
書
評
・
大
庭
惰
「
武
威
出
土
『
王
杖
詔
書
・
令
」
朋
書
」
」
『
法
制
史
研
究
』
第
三
八
競
。

|
|
(
一
九
九
四
)
「
書
評
・
冨
谷
至
著
「
王
杖
十
筒
」
」
『
法
制
史
研
究
』
第
四
三
競
。

|

|

(

二

O
O
三
a
)
「
法
典
編
纂
の
歴
史
」
(
滋
賀
二

O
O
二一
b
所
収
)
。

|

|

(

二

O
O
三
b
)
『
中
園
法
制
史
論
集
|
|
法
典
と
刑
罰
|
|
」
創
文
枇
。

陶
安
あ
ん
ど
(
二

0
0
0
)
「
法
典
編
纂
史
呈

7
|漠
篇
一
再
び
文
献
史
料
を
中
心
に
据
え
て
|
|
」
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
四
O
冊。

冨
谷
至
(
一
九
九
二
)
「
王
杖
十
筒
」
『
東
方
向
学
報
』
(
京
都
)
第
六
四
冊
。

|

|

(

二

0
0
0
)
「
育
泰
始
律
令
へ
の
道
|
|
第
一
部
秦
漢
の
律
と
令
|
|
」
『
東
方
向
学
報
』
(
京
都
)
第
七
二
冊
。

|

|

(

二

O
O
一
)
「
育
泰
始
律
令
へ
の
道
|
|
第
二
部
貌
耳
目
の
律
と
令
|
|
」
『
東
方
皐
報
』
(
京
都
)
第
七
二
語
。

中
田
薫
(
一
九
五
二
「
支
那
に
お
け
る
律
令
法
系
の
愛
達
に
つ
い
て
」
同
『
法
制
史
論
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
、
所
枚
。

|
|
(
一
九
五
三
)
「
支
那
律
令
法
系
の
設
達
に
つ
い
て
・
補
考
」
(
同
前
)
。

堀
毅
(
一
九
七
九
)
「
書
評
・
滋
賀
秀
三
「
武
威
山
山
卜
王
杖
十
簡
の
解
稗
と
漢
令
の
形
態
|
|
大
庭
惰
氏
の
論
考
を
讃
み
て
|
|
」
」
「
法
制
史
研

究
』
第
二
八
時
腕
。

宮

宅

潔

(

二

O
O
四
)
「
近
五

O
年
H
本
的
秦
漠
時
代
法
制
史
研
究
」
黄
留
珠
・
貌
全
瑞
主
編
『
周
秦
漠
唐
文
化
研
究
』
第
三
輯
、
三
秦
出
版
枇
。

籾

山

明

(

二

O
O
六
)
『
中
図
古
代
訴
訟
制
度
の
研
究
』
京
都
大
向
子
墜
術
出
版
合
。

山
田
勝
芳
(
一
九
八
八
)
「
王
杖
十
筒
と
玉
杖
一
詔
書
令
|
|
漠
代
の
老
人
優
遇
策
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
『
東
北
大
向
学
教
養
部
紀
要
』
第
四
九
競
。

(二

O
O
五
)
「
鳩
杖
の
ゆ
く
え
|
上
泉
ア
ジ
ア
の
老
人
優
遇
策
|
|
」
「
東
北
大
皐
束
洋
史
論
集
」
第
一

O
輯。

一
九
八
二
年
、
所
敗
。

一
九
九
二
年
、
所
収
。

【
中
文
】

陳
直
(
一
九
六
二
「
甘
粛
武
威
腕
前
岨
子
漢
墓
出
土
王
杖
十
筒
通
考
」
『
考
古
」

一
九
六
一
年
第
三
期
。

」
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甘
蒲
省
博
物
館
(
一
九
六

O
)
「
甘
蒲
武
威
謄
岨
子
漢
墓
愛
掘
」
『
考
古
』
一
九
六
O
年
第
九
期
。

甘
粛
省
博
物
館
・
中
国
科
向
学
院
考
古
研
究
所
(
一
九
六
四
)
『
武
威
漢
筒
』
文
物
出
版
枇
。

甘
粛
省
文
物
工
作
隊
居
延
筒
整
理
組
(
一
九
八
四
)
「
屑
延
簡
《
永
始
三
年
詔
書
》
冊
稗
文
」
『
敦
僅
悶
晶
子
輯
刊
」

甘
蒲
省
文
物
考
古
研
究
所
(
二

0
0
0
)
「
敦
但
懸
泉
漠
簡
内
容
概
述
」
『
文
物
』
二

0
0
0年
第
五
期
。

胡
平
生
(
一
九
九
三
)
「
《
王
杖
詔
書
令
》
加
『
衣
僅
」
解
」
同
『
胡
平
生
簡
臆
文
物
論
集
」
蘭
塞
出
版
壮
、
二

0
0
0年
、
所
牧
。

李
均
明
(
一
九
八
六
)
「
閥
於
武
威
新
出
土
《
王
杖
詔
書
令
》
一
庭
筒
文
的
解
緯
」
同
「
初
皐
集
」
蘭
塞
出
版
一
吐
、
一
九
九
九
年
、
所
枚
。

|

|

(

二

0
0
五
)
「
額
済
納
漠
筒
法
制
史
料
考
」
貌
堅
主
編
『
額
済
納
渓
筒
』
虞
西
師
範
大
島
ナ
出
版
枇
。

李
均
明
・
劉
軍
(
一
九
九
一
二
)
「
武
威
早
灘
坂
山
土
漠
筒
考
述
|
|
策
論
グ
翠
令
U
|
|
」
(
李
前
掲
書
所
牧
)

0

王

子

今

(

二

O
O
五
)
「
漢
代
ρ

客
出
ん
及
相
関
問
題
」
『
出
土
文
献
研
究
』
第
七
輯
。

武
威
地
直
博
物
館
(
一
九
九
三
)
「
甘
粛
武
威
日
干
灘
坂
東
漢
某
」
『
文
物
』
一
九
九
三
年
第
一

O
期。

武
威
際
博
物
館
(
一
九
八
四
)
「
武
威
新
出
-
土
杖
一
詔
令
所
」
甘
粛
省
文
物
工
作
隊
・
甘
粛
省
博
物
館
編
『
漠
筒
研
究
文
集
』
甘
粛
人
民
出
版
枇
。

徐

世

虹

(

二

O
O
二
一
)
「
漢
代
法
律
裁
健
考
辿
」
楊
一
凡
主
編
「
中
園
法
制
史
考
詮
』
甲
編
第
三
巻
、
中
圏
一
吐
曾
科
挙
出
版
利
。

張
家
山
二
四
七
競
漢
墓
竹
筒
整
理
小
組
(
二

O
O
二
『
張
家
山
漠
墓
竹
筒
〔
二
四
七
時
腕
墓
〕
』
文
物
出
版
枇
。

中
園
文
物
研
究
所
・
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
(
二

O
O
一
)
『
敦
燈
懸
泉
月
令
詔
候
』
中
華
書
局
。

33 

+エ
=盲目回(

1
)
A
|
7
か
ら
A
|
8
へ
の
改
行
が
簡
の
破
損
箇
所
を
避
け
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
つ
と
に
堀
毅
が
滋
賀
論
丈
の
書
評
に
お
い
て
指
摘

し
て
い
る
(
堀
一
九
七
九
三

(
2
)
王
杖
詔
書
加
の
園
版
を
観
察
す
る
と
、
各
簡
の
編
綴
箇
所
の
右
稜

角
に
目
印
と
な
る
小
さ
な
切
れ
込
み
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の

珊
童
日
の
出
現
し
た
一
九
八
一
年
段
階
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
事
賓
が

贋
作
者
は
も
と
よ
り
研
究
者
た
ち
に
と
っ
て
も
共
通
認
識
に
な
っ
て

い
た
か
、
多
分
に
疑
わ
し
く
思
わ
れ
る
。

(
3
)

原
文
の
「
首
殺
」
二
文
字
は
、
李
均
明
に
従
い
「
手
殺
」
と
讃
み

」

一
九
八
四
年
第
二
期
。

替
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
(
李
均
明
一
九
八
六
)
。

(
4
)

「
何
」
と
は

B

m
の
「
何
郷
吏
」
と
同
様
、
首
該
人
物
の
姓
名

が
不
明
で
あ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
ろ
う
。
劉
浜
『
助
字
緋

略
』
巻
二
・
何
の
僚
に
、
次
の
よ
う
な
考
訟
が
見
え
る
。

又
漢
書
佳
門
不
疑
惇
、
廷
尉
験
治
何
人
、
克
得
姦
詐
。
師
古
云
、
凡

不
知
姓
名
所
従
来
、
品
円
H
何
人
。
愚
案
、
如
後
漠
童
日
来
数
惇
、
臣

夜
人
定
後
、
震
何
人
所
賊
傷
、
中
臣
要
害
。
貌
志
許
允
侍
、
有
何

人
、
天
未
明
、
乗
馬
以
詔
版
付
允
門
吏
日
、
有
詔
。
皆
目
走
不
知
姓

名
之
辞
也
。
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(
5
)
『
説
文
解
字
」
一
一
一
篇
上
・
手
部
に
「
推
、
捻
也
(
段
注
、
拙
輿

曳
音
義
皆
同
)
」
と
あ
り
、
ま
た
「
除
、
臥
引
也
(
段
注
、
臥
引
謂

横
川
引
之
也
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
推
」
と
は
横
に
し
て
引
き
ず
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
言
え
ば
、
王
杖
十
筒
A

7

に
見
え
る

「
詫
」
字
は
「
抱
」
の
通
俄
だ
と
思
わ
れ
る
。
班
同
の
「
西
都
賦
」

に
「
扶
師
豹
、
抱
熊
瞬
、
頓
犀
斧
、
曳
豪
熊
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
抱
」
も
「
推
」
と
同
じ
く
横
に
し
て
引
き
ず
る
の
謂
で
あ
る
か
ら
、

「
詫
地
」
と
熟
せ
ば
「
地
面
を
引
き
ず
る
」
音
信
味
に
な
る
。

(
6
)
B
9
「
高
皇
帝
以
来
本
始
二
年
」
の
下
に
は
、
王
杖
十
筒
A

3
の
「
高
皇
帝
以
来
至
本
始
二
年
」
と
同
様
、
文
章
の
脱
落
が
あ
る

と
推
定
さ
れ
る
。

(
7
)

王
杖
十
簡
に
闘
し
て
は
冨
谷
至
に
詳
細
な
分
析
が
あ
り
、

α
に
見

え
る
「
明
在
蘭
蓋
石
室
中
」
と
い
う
文
言
が
「
令
と
し
て
明
確
化
し

て
蘭
塞
の
石
室
の
中
に
収
蔵
す
る
」
意
味
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
(
冨
谷
一
九
九
三
、
八
二
頁
)
。
と
す
る
な
ら
ば
、

本
始
二
年
の
制
詔
は
こ
こ
ま
で
で
、
次
の
「
-
土
杖
不
鮮
明
」
以
下
は

別
文
(
滋
賀
一
九
九
四
、
一
一
一
七
回
頁
)
、
お
そ
ら
く
は
王
杖
制
度

を
運
管
す
る
際
の
賓
務
的
な
補
足
で
あ
ろ
う
。

(
8
)

「
衣
僅
」
の
語
に
つ
い
て
、
黛
書
山
は
「
衣
彊
」
と
積
み
替
え
、

「
意
不
明
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
公
釆
の
慶
の
態
度
・
行
い
を
表
す

の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
(
武
威
豚
博
物
館
一
九
八
四
、
四

四
頁
)
。
こ
れ
に
封
し
て
胡
平
生
は
、
「
衣
僅
」
と
は
「
卒
僅
」
の
詑

誤
で
、
郷
吏
の
虐
待
を
受
け
た
王
杖
所
持
者
が
吏
の
面
前
で
「
突
然

昏
倒
し
た
」
こ
と
だ
と
解
す
る
(
胡
一
九
九
三
)
。
い
ず
れ
も
可

能
な
解
稗
で
あ
ろ
う
が
、
績
く
第
一
五
簡
が
飲
け
て
い
る
こ
と
も
あ

」

り
、
い
ず
れ
と
も
決
定
し
難
い
。
な
お
「
針
郷
吏
趣
未
排
」
の
語
調
停

に
つ
い
て
は
、
注
(
日
)
を
参
照
の
こ
と
。

(
9
)

た
だ
し
、
合
計
は
一
致
す
る
も
の
の
、
所
書
の
中
で
「
白
衣
の

民
」
に
相
官
す
る
の
は
男
子
王
安
佐
と
張
湯
の
二
名
以
外
に
見
台
た

ら
な
い
。
他
方
、

B

7

に
い
う
「
吏
」
は
王
杖
十
簡
に
見
え
る

「
議
微
呉
賞
」
の
こ
と
だ
か
ら
、
と
す
る
と
正
し
い
内
誇
は
「
郷
畜

夫
三
人
・
白
衣
民
二
人
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
も
と
よ
り
こ
れ
は
、
加
書
の
副
葬
さ
れ
て
い
た
墓
の
年
代
観
が
成

帝
期
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
王
杖
所
持
者
へ
の
特
権
付
奥
な

ど
老
人
優
遇
策
が
成
帝
年
観
に
盛
行
し
た
結
果
、
関
連
す
る
法
令
が

集
積
さ
れ
て
い
た
事
賓
の
反
映
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
こ
の
文
章
は
、
大
庭
の
奮
稿
(
大
庭
一
九
七
五
)
を
著
書
に
再

録
す
る
に
あ
た
っ
て
添
え
ら
れ
た
も
の
で
、
滋
賀
の
批
判
(
滋
賀

一
九
七
七
)
へ
の
庭
答
で
あ
る
。

(
ロ
)
「
周
櫨
』
天
官
・
大
宰
の
職
に
、
「
乃
牒
治
象
之
濃
子
象
貌
、
使

高
民
税
治
象
、
挟
日
而
紋
之
」
と
あ
り
、
同
・
秋
官
・
士
師
の
職
に

「
掌
図
之
五
禁
之
源
、
:
:
:
書
而
牒
子
門
間
」
と
あ
る
よ
う
に
、
門

闘
の
よ
う
な
目
立
つ
所
に
法
令
を
掛
け
る
の
は
、
周
代
の
奮
制
と
さ

れ
て
い
た
。

(
日
)
こ
こ
に
い
う
「
典
趣
」
と
は
、
張
家
山
漠
筒
「
奏
説
書
」
に
見
え

る
「
主
趣
」
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
奏
識
書
の
該
首
箇
所
を
通
行
の
字

樫
に
直
し
て
示
せ
ば
次
の
通
り
。

信
日
、
五
月
中
天
日
干
不
雨
、
令
民
四
一
マ
、
武
主
趣
都
中
。
信
行
離
郷
、

使
舎
人
小
箸
長
這
守
合
。
武
治
拡
透
再
一
可
、
信
来
不
説
、
以
謂
武
、
武

信
不
脆
、
其
懸
針
有
不
善
。
信
怒
、
加
剣
罵
雪
、
欲
前
就
武
、
武

十
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去
。
(
∞
ω
∞ω)

豚
令
の
信
の
供
遮
で
、
大
音
ω

は
「
雨
乞
い
を
奉
行
す
る
に
あ
た
っ
て

『
(
獄
史
の
)
武
が
都
中
に
主
趣
』
す
る
こ
と
に
な
り
、
豚
合
の
留

守
を
預
か
っ
て
い
た
遣
を
徴
愛
し
た
の
で
非
難
し
た
と
こ
ろ
、
武
の

態
度
が
悪
く
、
剣
で
威
嚇
す
る
と
武
は
逃
げ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
事
件
は
結
局
、
信
が
舎
人
の
蒼
を
教
唆
し
て
武
を
殺
害
さ
せ
る

ま
で
に
至
る
が
、
「
主
趣
」
に
首
た
っ
た
武
が
「
遣
を
零
に
愛
し
」

た
と
い
う
事
件
の
愛
端
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
「
主
趣
」
と
は
お
そ
ら

く
「
人
や
物
資
の
徴
獲
を
捨
賞
す
る
」
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
な
ら
ば
、
額
済
納
漠
簡
に
い
う
「
専
部
土
吏
典
趣
翫
」
も
ま

た
、
「
専
部
士
吏
は
人
員
・
物
資
の
徴
設
を
捨
賞
す
る
た
び
に
、

云
今
」
と
解
調
停
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
「
親
」
字
が
第
二
・
第
三
簡

の
文
章
に
属
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
「
専
部
士
吏
」
の
語
は
四

字
で
一
つ
の
職
掌
を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は
冒
一
頭
の
一
字
を
「
専

(
敷
)
」
と
程
し
て
「
部
に
敷
く
、
上
吏
は
、
云
々
」
と
讃
む
(
李

二
O
O
五
、
六
三
頁
)
べ
き
か
、
に
わ
か
に
判
断
が
つ
け
難
い
。
ち

な
み
に
三
P
え
ば
、
王
杖
詔
書
冊
B
l
H
に
「
封
郷
吏
趣
未
地
問
」
と
見

え
る
「
郷
吏
趣
」
も
同
様
に
、
「
郷
吏
の
徴
愛
」
を
意
味
す
る
の
で

あ
ろ
う
。
黛
毒
山
が
「
趣
」
字
を
「
促
」
と
讃
み
替
え
て
、
「
郷
吏

が
催
促
し
た
某
事
に
す
ぐ
に
摩
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
誇
し
て
い
る

の
は
(
武
威
勝
博
物
館
一
九
八
四
、
四
四
頁
)
、
正
解
と
言
っ
て

よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

B

8

に
記
す
裁
判
例
の
設
端
も
、
亭

長
が
王
杖
主
に
封
し
て
「
治
這
」
を
強
要
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

(
比
)
額
済
納
漠
簡
の
八
枚
の
皿
川
主
目
白
膜
も
、
亭
燈
の
壁
に
掛
け
ら
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。
居
延
出
土
の
他
の
珊
書
と
異
な
り
、
こ
の
八

35 

」

枚
は
公
文
書
と
し
て
の
書
式
を
備
え
て
い
な
い
。

(
日
)
敦
位
懸
泉
置
漢
簡
に
、
得
文
の
み
公
表
さ
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な

文
書
が
あ
る
(
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
二

0
0
0、
二
三
頁
)

0

甘
露
元
年
六
月
甲
子
朔
発
巳
、
北
郷
車
回
夫
富
成
・
佐
昌
敢
言
之
。

廷
令
目
、
諸
判
断
者
事
不
在
判
断
、
(
円
移
圭
目
在
所
、
在
所
以
次
治
。
謹

移
民
自
言
一
事
、
謁
移
懸
泉
置
。
圭
目
到
、
験
開
局
、
審
如
道
富
成

言
、
震
牧
責
報
。
敢
言
之
o

(

国
き
り
u
内、H
O
-
-
A
F
(
叩
色

k
H
)

こ
こ
に
引
か
れ
る
「
廷
令
」
を
、
王
子
今
は
「
廷
尉
翠
令
」
で
は
な

い
か
と
推
定
し
て
い
る
(
王
二

O
O
五
、
一

O
六
頁
)
o

推
定
の

根
擦
は
一
不
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
言
え

よ
う
。
訴
訟
に
関
わ
る
文
脈
で
「
廷
」
が
廷
尉
を
去
す
こ
と
は
、
拙

著
に
お
い
て
指
摘
し
た
(
籾
山
二

O
O六
、
二
八

O
頁
)

0

(
凶
)
頒
布
さ
れ
掲
示
さ
れ
た
法
令
の
賓
例
と
し
て
想
起
す
べ
き
は
、
敦

柏
圧
懸
泉
置
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
月
令
詔
篠
」
、
す
な
わ
ち
「
使
者

和
中
所
督
祭
詔
書
四
時
月
令
五
十
候
」
の
表
題
を
も
っ
た
詔
文
で
あ

ろ
う
(
中
園
文
物
研
究
所
・
甘
蒲
省
文
物
考
古
研
究
所
編
二

0
0

一
)
。
泥
堵
上
に
高
さ
四
八
倒
、
長
さ
二
二
二
叩
の
範
固
に
わ
た
っ

て
墨
書
さ
れ
て
い
た
一

O
一
行
の
「
詔
係
」
は
、
立
昌
司
の
格
令
を

以
て
属
事
の
壁
に
書
し
」
た
唐
の
事
例
を
努
霧
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

た
だ
し
、
報
告
書
に
牧
め
る
「
「
肩
書
』
、
『
大
同
書
』
考
」
の
一
文

が
、
こ
の
靖
上
墨
書
を
「
肩
書
」
の
賓
例
と
断
じ
て
い
る
の
は
疑
問

に
思
う
。
本
稿
に
引
い
た
史
料
を
見
る
限
り
、
加
幸
田
や
木
板
に
記
し

て
壁
上
に
「
掛
け
る
」
形
態
を
つ
同
書
」
と
呼
ん
だ
と
解
す
る
ほ
う

が
一
安
首
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
口
)
頒
布
さ
れ
た
法
令
は
、
む
ろ
ん
翠
令
に
限
ら
な
い
。
雲
夢
睡
虎
地

十

11 
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秦
墓
出
土
の
秦
律
ゃ
、
江
陵
張
家
山
漠
墓
出
土
の
漠
律
令
は
、
い
ず

れ
も
上
級
機
関
か
ら
頒
布
さ
れ
た
結
果
、
地
方
官
の
手
に
届
い
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
裁
判
例
も
ま
た
中
央
で
編
集
の
う
え
全
園
に
頒

布
さ
れ
た
と
思
し
き
こ
と
は
、
拙
著
終
章
で
私
見
を
遮
べ
た
(
籾
山

二
O
O六
、
二
七
三
頁
以
下
)

0

(
時
)
王
杖
木
簡
が
生
前
に
授
輿
さ
れ
た
文
書
そ
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

王
杖
十
簡
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
書
官
局
段
階
で
半
ば
破
損
し
た
木
簡

を
用
い
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

(
印
)
例
え
ば
江
陵
鳳
風
山
一

O
競
漢
某
や
刊
江
胡
場
五
競
漢
墓
な
ど
か十

ら
出
土
し
た
木
臆
は
、
い
ず
れ
も
地
下
の
世
界
を
宛
先
と
し
た
公
『
凡

書
の
書
式
を
備
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
地
下
世
界
宛
の
文
書
」

(
冨
谷
一
九
九
二
、
八
九
頁
)
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
例
に
限
っ

て
「
黄
泉
文
書
」
の
呼
稽
を
用
い
る
ほ
う
が
、
混
乱
を
避
け
ら
れ
る

よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
平
成
一
六
・
一
七
年
度
科
向
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤

研
究
C
)
「
中
園
古
代
法
制
の
形
成
過
程
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

ヲ
也
。
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A RECONSIDERATION OF WOODEN SLIPS COCERNED 

WITH THE BESTOWAL OF ROYAL STAFFS 

MOMIYAMA Akira 

Wooden slips *M concerning the bestowal of royal staffs Itt continue to 
be excavated from Han-era tombs at Wuwei TIkJllJZ in Gansu. The twenty-six 

wooden slips discovered by a local farmer in 1981 in particular have been judged 

precious historical resource because, although one slip is missing, together they 

comprise a lengthy passage from a document titled the Ordinance of Lantai 

jjj:::%. The contents recorded therein are imperial edicts lfBiI& designating the 

privileges of those to whom a royal staff had been bestowed and they support 

earlier scholarly opinion that Han-era ordinances were in fact imperial edicts. 

Nevertheless, when compared to other Han-era documents with the word 

"ordinance" in the title, for example the Ordinances on Fords and Passes If:~~-%, 

which was excavated from a Han tomb at Zhangjiashan in Jiangling, Hubei, the 

ordinances from Wuwei have a much more complex structure. In contrast to the 

individual provisions in the ordinances excavated from Zhangjiashan, each of which 

is composed in principle of a single imperial edict, in the case of the edicts 

excavated at Wuwei, in a single provision are included multiple imperial edicts and 

memorials to the throne 1:if and even records of judicial precedents i:R:$-. 
This complex makeup is due to the fact that the ordinances excavated from 

Wuwei belong to the category of ordinances known as qieling '!jIl%. According to 

current academic theory, the qieling have been interpreted to be collections of 

regulations composed for reference in order that various government offices could 

carry out their duties. However, the character for qie '!jIl in qieling originally 

meant to "raise high," and therefore qieling does not refer to the content of the 

ordinance, but probably refers to the form of a public notice. Central government 

offices would select from among the edicts issued by the emperor those that 

should be made known throughout the nation and promulgated them along with 

related judicial precedents. At the various offices that received them, they were 

"raised high" and displayed in a prominent place within the government office in 

order to insure the public was fully aware of the law. If considered in this way, 

the special character of the wooden slips of Wuwei can be explained in a straight­

forward manner without resorting to obfuscation. Because the laws so "raised" in 

- 61-
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each government office became a sort of notice board, it would not be unusual to 

have multiple imperial edicts and judicial precedents. Although there was no single 

code of law in effect throughout the land during the Han dynasty, local officials 

were able to know the content of the law because of the existence of this qieling 
system. 

HONORIFIC TITLES AND "BORROWED RANKS" ACCORDED 

THOSE ON FOREIGN MISSIONS DURING THE PERIOD OF 

THE SUI AND TANG DYNASTIES 

SRI Xiaojun 

This article examines previously unexplored aspects of the system of 

honorific titles 1~ § "borrowed" ranks 1tfll: (known as ci zifei yudai H!1~*JF:\~V~) 
accorded those on foreign missions in light of historical records. The following 

conclusions have been made on the basis of this examination. 

In the case of the Sui dynasty, in contrast to the early period, during the 

reign of Wendi, when the main honorary title was Sanqi changshi -I&,~ilf,*,f~ 

(Cavalier Attendant-in-ordinary) and junior third rank was granted, during the later 

period of the reign of Yangdi the reality of the system of honorary titles is 

generally unclear. However, judging from the various accounts of the offices of Pei 

Shiqing ~titijlf, who was dispatched to Japan, it appears that an office in the 

Honglusi i~!l!I~ (Court of State Ceremonial) was temporarily awarded to 
someone sent on a diplomatic mission in the later period. 

During the Tang, there are at first examples of Sanqi changshi being 

provisionally awarded to those sent on foreign missions, but during the period 

from Wuhou to Xuanzong, it appears that the honorific title was gradually fixed at 

one in the diplomatic office of Honglu (the Honglu Qing i~!l!Ig~P or Honglu 

Shaoqing i~!l!Iyg~P). This can be deemed the main characteristic of the system of 

honorific titles for those sent on missions in the first half of the Tang. 

There was a change in the honorific titles for those on foreign missions 

following the Xuanzong era. They were now chiefly a variety of posts, which were 

judicial offices :t:Jm, in the Yushitai 1ft'1lsea: (Censorate). With the exception of the 
Zhongshi r:p1~ (Imperial Commissioners), almost all members of missions 

(including the Liaozuo 1*1tr., low-level staffers) also held judicial posts in the 

censorate. Even the members of foreign missions who held as their main posts 
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